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本書は佐久市建設部道路建設課による平成22・ 23・ 24年度道路改良事業に伴う猫田遺跡群井戸

尻遺跡、熊の堂遺跡の発掘調査報告書である。

事業主体者 佐久市建設部道路建設課
調査主体者 佐久市中込3056 佐久市教育委員会 教育長 土屋 盛夫
遺跡名及び発掘調査所在地  猫田遺跡群井戸尻遺跡 (NNI)、 熊の堂遺跡 (NKD)

佐久市鳴瀬3062番地先から2747-4呑地先

調査担当者 上原 学
本書の編集・執筆は上原が行った。

本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

1 遺構の略称は以下の通りである。
H― 竪穴住居址・住居址   Ta一 竪穴状遺構   D― 土坑   M― 溝跡   P― ピット
2 スクリーントーンの表示は以下の通りである。

遺構一地醐 面 斡 魁 |||

遺物一須恵器断面 ‐  赤色塗彩 灰釉・緑釉 石器使用痕

3 挿図の縮尺は以下の通りである。
遺構―竪穴住居址・住居址・竪穴状遺構・溝跡・土坑・ピット 1/80 1/120 1/160

遺物―縄文土器・弥生土器・土器・石製品 。鉄製品1/4  古銭 1/1
4 遺物の写真番号と実測図番号は一致する。
5 遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。
6 調査グリッドは小グリッド4× 4m、 大グリッド40× 40mである。
7 遺物表中の [ ]は推定値、く )イよ残存値を表す。
8 土層、遺物の色調は「新版・標準土色帖」による。
9 遺物の出土地点は、下図の遺構分割によるものである。
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第 I章 発掘調査の経緯
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猫田遺跡群井戸尻遺跡



第 2節 調査日誌
平成21年度

2月 16日～ 2月 24日 、 3月 23日  試掘調査。調査の結果、開発地域の一部から遺構・遺物が発見さ
れた。文化財保護協議の結果、遺跡の発見された地域の発掘調査を平成22年度に実施

する運びとなった。

平成22年度

4月 26日 ～ 重機によるA・ BoC区表土除去作業。駐車場造成。ハウス・トイレ設置。
4月 30日  発掘調査機材準備・搬入。
5月 6日 ～12月 17日  調査員による発掘調査。包含層・遺構掘 り下げ 。図面作成 。写真撮影。

雨天時室内整理作業。

5月 13日  A・ B区基準杭設定作業。
5月 21日   C区 基準杭設定作業。
5月 ■日～平成23年 3月 31日  井戸尻遺跡室内整理作業。

遺物洗浄 。注記・接合 。図面修正・写真整理。

平成23年度

5月 16日 ～ 5月 18日  試掘調査。調査の結果、開発地域の一部から弥生時代の竪穴住居址等が発見
された。文化財保護協議の結果、遺跡の発見された地域の発掘調査を実施する運びと

なった。

8月 1日 ～ 調査区草刈り・機材準備。
8月 2日～ 重機による表土除去及び表土搬出作業。駐車場造成・ハウス・ トイレ設置。
8月 4日  機材搬入。
8月 8日～ 9月 22日 調査員による発掘調査。遺構掘り下げ 。図面作成・写真撮影。雨天時室内整

理作業。

5月 11日～平成24年 3月 30日  井戸尻遺跡・熊の堂遺跡室内整理作業。
図面修正、写真整理、遺物注記・接合・復元 。実測、遺構 。遺物 トレース、遺構 。遺物

図版作成、遺物観察表作成、割付作成、原稿作成。

平成24年度

4月 23日 ～ 井戸尻遺跡・熊の堂遺跡発掘調査整理作業。
遺物実測、遺物写真撮影、遺物 トレース、遺構・遺物図版作成、割付作成、原稿作成、

印刷製本。

12月    原稿入稿。
12月 ～   校正・遺物 。図面整理。
平成25年 3月  報告書刊行。

第 3節 調査体制
調査受託者

佐久市教育委員会  教育長  土屋盛夫

事 務 局
社会教育部長    工藤秀康 (平成22年度)

伊藤明弘 (平成23・ 24年度)

社会教育部次長   藤牧浩 (平成23年度)
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文化財課長     森角吉晴 (平成22年度 )
吉澤隆 (平成23。 24年度)

文化財調査係長   三石宗一
文化財調査係専門員 林幸彦 (～平成23年度)須 藤隆司  小林員寿  羽毛田卓也

冨沢―明 (平成23年度～)上 原学 (平成23年度～ )
文化財調査係    並木節子  冨沢―明 (平成22年度)上 原学 (平成22年度)

神津―明 (平成23年 10月 ～)井 出泰章 (～平成23年 9月 )
久保浩一郎 (平成24年度)

嘱 託 職 員   林幸彦 (平成24年度)
調 査 主 任   佐々木宗昭  森泉かよ子

調 査 担 当 者   上原学
調  査  員   浅沼勝男 安藤孝司 江原富子 小幡弘子 風間敏 狩野小百合

木内勇 小井戸秀元 小林百合子 堺益子 清水澄生 清水律子
滝沢三男 田中ひさ子 土屋武士 中嶋フクジ 中條勝良
比田井久美子 日向昭次 広瀬梨恵子 武者幸彦 柳澤孝子 由井重明
横尾敏雄 依田三男 渡辺長子 渡辺学

第 4節 発見された遺構と遺物
平成22年度 猫田遺跡群 井戸尻遺跡
遺構 A区 遺物包含層 弥生時代～古墳時代前期  遺物 縄文土器 (深鉢 )

弥生土器 (壺・甕・高不・器台)

B区 住居址   1軒  不明          土師器 (イ・甕 )

竪穴状遺構 2棟 中世           須恵器 (郭・甕)

溝跡    6条  中世          陶磁器 (悟鉢・皿・碗・内耳土器・

土坑    6基  中世           瓶子・壷 。こね鉢 )

ピット      中世          銅製品 (古銭 )

遺物包含層 縄文時代中期～平安時代     鉄製品
石器・石製品 (打製・磨製石斧・

C区 竪穴状遺構 5棟 中世           敲石。す り石・鴇臼。石製円盤・凹石 )

溝跡    2条  中世
土坑    95基  中世
ピット      中世

平成23年度 熊の堂遺跡
遺構 竪穴住居址 10軒  弥生時代        遺物 弥生土器 (壺 。奏・高郭。鉢・甑・蓋 )
土坑    2基                 石器 (敲石 。すり石 )

溝跡    1条   弥生時代           土製品 (紡錘車・土製円盤 )

遺物包含層 1箇所 弥生時代

第 Ⅱ章 遺跡の環境

第 1節 自然環境
佐久地域は、周辺を山地及び台地に囲まれた盆地状を呈し、一般に佐久平と呼ばれ、北には現在も
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時折噴煙を見せる雄大な浅間山、南には蓼科山が存在する。東には群馬県との境を成す北関東山脈の

北端が延び、西は御牧原 。人重原といった小高い台地が広がり、蓼科山の裾野と接 している。佐久地
域における水系の代表は、南方の川上谷に源を発す千曲川であり、北流しながら支流を集めつつ水量
を増して佐久平に入る。その後野沢付近から流れを北西に変え、蓼科山麓の支流を集めた片貝川、浅

間山の麓に源を発す湯川、関東山地からの支流を集めた滑津川といった河川と合流し、蛇行しながら
上田、長野方面へと貫流する。

この山地に囲まれ、水にも恵まれた盆地状の佐久平は、地質学的に見ると大きく三分することがで

き、志賀川と滑津川が合流し、さらに千曲川と川筋を一つにする東西線を境として、河川の北側段丘
上と南狽1では20m前後の比高差が認められる。この北部地域は北方の浅間山麓部の緩やかな台地で、
浅間山の噴出物である火砕流軽石流と降下火山灰が厚 く堆積している。この堆積物は雨水による浸食
に弱 く、長い年月の間に深く削り取られ、浅間山の麓から放射状に幾筋もの浸食谷 (田切 り)を形成
している。

これに対し南部地域は千曲川の氾濫源沖積地と滑津川等の谷口扇状地で、河床礫層と沖積粘土層地

帯が主となり地下水位も高く、地盤の安定した土地である。このため南部一帯は広 く水田として利用
されていた。

今回調査を実施した井戸尻遺跡 。熊の堂遺跡は、北部地域南西端の千曲川右岸に広がる標高633～
657mを 測る河岸段丘上に展開し、井戸尻遺跡は低位段丘の河川堆積物上に、熊の堂遺跡は一段高い
段丘端部の段丘堆積物上に位置する。

佐久市地質図 (佐久市志 自然編 付図から)
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第 2節 周辺遺跡
猫田遺跡群井戸尻遺跡 (2)及び熊の堂遺跡 (1)周辺に目を向けると、縄文時代から中世に至る幅広い

時期の追跡が所在する。佐久市が作成した遺跡地図では北に屋敷裏遺跡群・下川原遺跡 (7)。 山王遺跡

(8)、 東に尼塚遺跡 (11)・狐塚古墳・宮の前追跡・新城遺跡 (10)、 南に畳畑遺跡・粕田遺跡 (13)・ 下北古屋

遺跡 (18)。岩尾城跡 (20)、 千曲川対岸の西には倉瀬遺跡 (29)。神平遺跡。上ノ山古墳 (28)な どが所在する。

縄支時代

北方の千曲川河岸段丘右岸の海戸田A遺跡 (4)の調査では、千曲川に向かって下がる微段丘斜面か
ら縄文時代中期末～後期前半の集落跡が発見され、柄鏡形敷石住居址 5軒、配石遺構 8基、土坑20基

程度が調査された。また、熊の堂遺跡と同一段丘上の北に位置する舟久保地域では敷石住居址 1軒と

加曽利・掘之内・安行式などの上器が出土している。さらに、北方の千曲川左岸段丘上の御馬寄古城

跡 (38)では縄文前期から後期の上器・石器が出土し、集落以外の生活領域が発見された。

弥生時代

遺跡の分布は、千曲川及び湯川を望む河岸段丘端部の台地上に形成される傾向が認められる。周辺

の状況として、熊の堂遺跡と同一台地上の北方には原遺跡 (3)が所在し、弥生時代後期の住居址 2軒

が発見され、南側の千曲川右岸河岸段丘端部の大ふけ遺跡 (12)か らは弥生時代後期～古墳時代前期の

周溝墓が発見されている。原遺跡は立地及び発見された遺構の時期から熊の堂遺跡と同一の集落であ

る可能性が窺える。また、熊の堂遺跡から見下ろすことのできる千曲川右岸台地端部に存在する大ふ

け遺跡は、集落と墓域といった関係があった可能性も推祭される。この他、北方の御馬寄古城跡 (38)

では残存状態は不良であるが、竪穴状遺構 3基が発見され、後期箱清水期の上器が出土し、東方の湯

川右岸河岸段丘上に位置する川原端遺跡では中期～古墳時代初頭の住居址13軒が調査されている。

古墳時代

古墳時代になると、馬の飼育が開始され、後に千曲川対岸の西方である御牧の台地上では信濃国最

大級の牧が形成されて行 く。この時代も千曲川及び湯川の河岸段丘上に集落が形成され、遺構が近接

あるいは密集して存在する傾向が認められる。

北方の千曲川右岸の段丘上に位置する砂原遺跡 (9)では、カマド導入以前である4世紀代の 1軒及
び7世紀代の4軒の住居址が切り合うように発見され、 lm以上の砂層に覆われていた。千曲川によ
る洪水が関係していると思われる。代表的な水害として平安時代の仁和 4年 (888年 )信濃国 6郡に
被害をもたらした仁和の水害が古文書に見受けられ、砂原遺跡の砂層堆積に影響を及ぼした可能性が

考えられている。また、北方の海戸田A遺跡 (4)では、千曲川右岸河岸段丘の平坦面から斜面にかけ
て前期の住居址 3軒が近接して発見されている。さらに、東方の川原端遺跡では後期の竪穴住居址40

軒以上が湯川河岸段丘上の狭い自然堤防上に密集して集落を形成していた。この時代の集落は河川の

河岸段丘上端部に集落を形成する傾向が見受けられる。

近隣地域には点在するように、北方に原古墳 (40)、 東に狐塚古墳、道見塚古墳、千曲川対岸の河岸

段丘端部に上平塚古墳、上ノ山古墳 (28)が存在するが、原古墳は現在消滅し、上平塚古墳、上ノ山古

墳は半壊状態となっている。調査を実施した古墳としては、距離は離れるが北北東に位置する藤塚古

墳群で、平成 3・ 4年に4基の調査が行われている。

奈良 。平安時代

古墳時代も終わりに近づくと石附窯跡 (37)な ど佐久地域でも須恵器の生産が開始される。奈良・平

安時代になると盛んになり、千曲川対岸の御牧原台地や蓼科山から延びる舌状台地先端付近の斜面上

から打越窯跡 。前林窯跡・権現山窯跡・柳沢窯跡・須窯窯跡群などの須恵器窯跡が発見されている。

集落では北方の砂原遺跡 (39)で奈良・平安時代の住居址1軒が、東方の寺中遺跡 (24)で は調査面積
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は僅かであったが平安時代の住居址 1軒が発見されている。また、北方の千曲川右岸河岸段丘上の海

戸田A遺跡 (4)では 9世紀後葉～10世紀前葉の住居址 3軒が発見されている。古墳時代のように遺跡
が密集する様子は認められず、小規模な集まりが広範囲にわたり存在 しているようである。

中世 。近世

北方の御馬寄古城跡 (38)では竪穴状遺構が発見され、床面から土鍋・土師質土器皿が出土している。

南方には1478年大井行親が築城した岩尾城が所在する。現在も、本郭から東に向かう二の郭・三の郭

及び三ヶ月掘、台曲輪、控曲輪、堀切等を認めることができ、県指定史跡となっている。

No 遺 跡 名 遺跡番号 所 在 地 I日 イ電 弥 古 歴 中 近 備   考

l 熊の堂遺跡 佐久市鳴瀬字熊の堂 ○ 2011(H23)調査 佐久市第203集
2 猫田遺跡群井戸尻遺跡 佐久市鳴頑字猫田 ○ ○ ○ ○ ○ 2010(H22)調査 佐久市第203集
3 原遺跡 塩名田字入道 ○ 2000(H12)調査 浅科村第13集
4 海戸田A遺跡 塩名田甲 ○ ○ ○ ○ 1998(H10)調 査 浅科村第14集
5 細田遺跡 鳴瀬字細田 ○ ○ ○ ○ 1975(S50)調査 佐久市「細田」
6 屋敷裏遣跡群 816 塩名田字屋敷裏 ○

7 下川原遺跡 8上 5 塩名田字下川原 ○

8 山王遺跡 塩名田字山王・初坪 ○

9 砂原遣跡 塩名田字砂原 ○ ○ (H3) 調査 浅科村第 6集
新城遺跡 塚原字新城他 ○ ○ ○

尼塚遺跡群 鳴瀬字尼塚 ○ ○ ○

大ふけ遺跡 鳴瀬字大ふけ ○ ○ ○ (H2) 調査 佐久市第 4集
粕田遺跡 202 鳴瀬字粕田 ○

畳畑遺跡 鳴瀬字畳畑他 ○ ○

落合神明館跡 237 鳴瀬字神明 ○

鳴瀬神明遺跡 鳴瀬字神明 ○ ○ ○ ○

17 落合居屋敷遺跡 鳴瀬字居屋敷 ○ ○ ○

下北古屋遺跡 鳴瀬下北古屋・北田 ○ ○

鳴瀬宮の前遺跡 鳴瀬字宮の前他 ○ ○ ○

岩尾城跡 鳴瀬字城跡・宮の前 ○ 県指定史跡

鳴瀬中屋敷遣跡群
鳴瀬字中屋敷・殿中

掘越・寺中
○ ○ ○

立石遺跡 根岸字立石 ○ ○ ○ 1981(S56)調査 佐久市「小金平・立石」
上平遺跡群 鳴瀬字上平・十二山・寺中 ○ ○ ○

上平遺跡群寺中追跡 鳴瀬字寺中 ○ ○ 1995 (H7) 調査 佐久市第51集
熊野遺跡 御馬寄字熊野 ○

上平塚古墳 御馬寄字上平 ○

神平遺跡 御馬寄字神平 ○ ○

上ノ山古墳 826 御馬寄字上ノ山 ○

倉瀬遺跡 伴野字倉瀬 ○ ○

東畑遺跡 伴野字東畑 ○

馬場平遺跡 根岸字馬場平 ○ ○

火の雨塚古墳 伴野字唐松坂216 ○

唐松坂遺跡 伴野字唐松坂 ○

休石遺跡 伴野字体石 1978(S53)調査 佐久考古学会報N04
東窪井戸遺跡 222 伴野字東窪井戸 ○ ○

舞台場遺跡 伴野1892‐ 12,1897-1イ也 ○ ○ ○ 1981(S56)調査 佐久市「舞台場J
石附窯跡群Ⅲ 212 根岸字荻原 ○ 1981(S56)調査 佐久市第 3集

御馬寄古城跡 820 御馬寄字田中島 ○ ○ ○
1993(H5)調査 浅科村第9集
「御馬毎古城跡」

砂原遺跡 塩名田字砂原 ○ ○ ○ ○
1994(H6)調査長野県埋蔵文化財センター

第30集

原古墳 塩名田字原 ○ 消 滅

小金平遺跡 根岸字小金平 ○ ○ ○ ○ ○ 1982(S57)調査 佐久市「小金平・立石」
周辺遺跡表
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第 3節 基本層序
猫田遺跡群井戸尻遺跡と熊の堂遺跡にはおよそ19mの比高差が認められ、立地条件から基本層序に
も違いが認められる。低位段丘上に位置する井戸尻遺跡周辺は基本的には河川の氾濫源沖積地であり、

砂礫層、沖積粘土層、シルト層等の河川堆積物が交互に厚 く堆積している。これに対して一段上の台

地端部に位置する熊の堂遺跡付近は、東に低地が存在することによって南北方向に細長い台地を形成

しており、板状に剥離する軟質の基盤層直上に黄掲色ロームがおよそ50cmの厚みで堆積し、直上を耕

作土が覆うといった状況であった。各遺跡の層序は、以下のとおりである。

猫田遺跡群 井戸尻遺跡
I層は厚さ10～20cmを 測る褐色土の水田耕作

土上層である。

Ⅱ層は厚さ10～15cmを測る褐灰色上の水田耕

作上下層である。

Ⅲ層は厚さ10cm内外を測る赤褐色上の水田床

上である。

Ⅳ層は厚さ10～20cmを 測る明褐色シルトで、

B,C区 の遺構確認面となる。
V層 は10～ 90cmを 測る黒色上で、縄文時代～

古墳時代前期の包含層である。A・ B区の西
側・C区東端に堆積が認められた。
Ⅵ層は明褐色上の砂礫層である。薄い砂層・

砂礫層・シル トが交互に厚 く堆積している。

Ⅳ・V層の堆積が認められないC区の一部地
域ではこの上面が遺構確認面となる。

熊の堂遺跡

I層は厚さ50cmを測る黒褐色土の耕作上であ

る。

Ⅱ層は耕作土とロームの中間に位置する漸位

層である。下層で遺構の存在が僅かに認めら

れるが不明瞭である。

Ⅲ層は層厚40～ 50cmを 測る黄褐色ロームで、

この上面で遺構の存在が明確に認められる。

今回は、基本的にⅢ層上面で遺構の確認を実

施した。

Ⅳ層は薄く板状に剥離する性質を持ったやや

軟質の岩盤で、本遺跡周辺の基盤層である。

住居址の床面は岩盤層を平らにし、床として

利用していた。柱穴は基盤層を掘 り込んでい

る。

I

Ⅵ

Ⅳ

基本層序模式図
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第 Ⅲ章 猫 田遺跡群  井戸尻遺跡

第 1節 A区
試掘調査の結果、千曲川右岸第一段丘周辺の基本層序は水田床土、シルト層、厚い砂礫層であるこ

とが確認されたが、一部地域のシルト質堆積土直下から、南北方向の低地帯と思われる土器を含む黒

色上が確認されたため、A区 として調査を実施した。堆積状況は、上層に層厚10～20cmを 測る褐色

上の水田耕作上、層厚10～ 15cmを 測る褐灰色、赤褐色の水田床土がほぼ水平に堆積しており直下に

明褐色のシルト質上が10～20cmの厚みで堆積している。シルト直下に黒色土の堆積が認められ、調

査区東端から始まり、西に向かって徐々に厚みを増し、北壁部のもっとも厚い西端部で約90cmを 測

る。黒色土直下には砂礫主体の明褐色土が堆積している。黒色上の検出面付近である上層からは古墳

時代初頭と思われる土器が、黒色土中 。下層からは弥生時代後期と考えられる土器が出土した。いず

れも表面が摩耗気味の上器であった。黒色帯南方延長線上付近の段丘端で道路改良に伴い調査が行わ

れた大ふけ遺跡からも、弥生時代後期～古墳時代前期の周溝墓が発見されており関係が窺われる。な

お、本黒色帯から遺構と思われる掘り込みは確認されなかった。本黒色帯は東から西方向に緩やかに

傾斜する斜面地又は谷】大地形に周囲から土砂が流入し形成された遺物包含層と考えられる。

照 ヽ 5

／

ｔ

π鰯

陥i

A区遺物実測図(1)

π藤饉覇翻爾蔚下F
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A区遺物実測図(2)

番号 器 種 器 形 底径cm 器高cm 調  整 文  様 残存率 部位 備   考

株生土器 高界 内外面ヘラミガキ 内面 Af耗 脚部欠根 ネ部50 外面5YR6“にぶい橙也
黒色土内出■

挑生土器 (61) 内外面赤也塗彩 表面やや摩耗 脚部矢損 イ部90 内外面75R4/6赤 色
黒色土内出上

3 弥生上器 高14 外面赤色塗彩 △透かし4了しあり 内面ハケロナデ LII剖 ,9o 外面10R4/6に おい赤橙色
黒色土内出上

株生土器 [191] 〈82) タト面赤色塗彩 O透かし4孔あり 内面ハケロナデ 脚部80
外面75R4/6赤 色
黒色土内]I土

弥■上器 蓋
マ

６ 了し径06 (34) ノマ ミ部中央穿了し,あ り 表面府耗 ノマ ミ周辺破片
外面75YR7/4に ぶい橙色
昇色土内河,土

弥生土器 霊 (124) 外面胴上半部櫛描波状文 下部縦 ミガキ 内面ナデ 胴 irlj破片
外面5YR5/2灰 褐色
黒色■検出出■

弥生「L器 ■ 93 (98〉
偽署属せ芽揮

部上半櫛IIf t状文 頚都/11熊状文
底部欠損

外面5YR6/41こ ぶい袴色他
早色土内出■

8 上師器 ? 奨 く64) クト面ハケ国 内面ミガキ 口縁～411郡破片
外面25YR5/41こ がい赤偶色他
IF色 土検出出■

上 1市器 ? 43 外面ナデ ミガ■ タト面75YR″ 3に ぶい橙色
黒色上検出出上

弥生上器 艶 (124) 外面Ill上半櫛描斜線文 下音F縦 ミガキ 表面摩耗気味 外面75YR6/3に ぶい網色他
黒色上内出上

土師器 ? 製 〈66〉
「
十辺外面縦櫛樹文 豪部獅拙桜線文 内面fllミ ガキ 日縁破片

タト面75Yミ5/4にぶい褐色
黒色土上暗検出出土

土師器 ? 艶 日辺外面縦前拙文 頚部hfI描横線文 内面積 ミガ■ に十縁破片
外面75YR5/2灰 褐色
単色土上層検出出土

土 R市器 P 誕 日縁外面縦獅拙文 叡部lll線文 内面横 ミガキ 日縁破片
外面5YR6/6橙 色他
黒色土 ヒ層検出出J:

弥生土器 [182] 待需緩景弊
卜
ぐ募肇
】大文 口辺統 斜櫛紺文

口縁破片
外面75YR8/4,売 女糧色
黒色上内出土

■師器 ? (87) タト面日辺統櫛精文 豪部樹1苗横線文 胴邪FJ描斜線文 日縁～胴上古F破片
外面75YR7/6橙色
黒色土検出出土

弥生土器 発 タト面櫛積波状文 内面積 ミガキ 薇部T/k片 外面75YR7/2明 褐灰色
黒色土内出土

弥生上器 (58〉 外面櫛描波状文  内面ナデ  ミガキ 胴部破片
外面75YR6/?灰褐色
黒色■内出土

番 号 器 種 器  形 最大厚 (cm) 調  整 文  様 重量 (g) 備   考
石 器 全体にすりlk 7237 黒色工内出士

百器 怪石製す り石 3 全体にすり痕 黒色t内 出士

A区遺物観察表

第 2節 B区
以前は東から千曲川に向かう緩やかな傾斜地であったと思われる、右岸第 1段丘上の中央付近に位
置する。試掘調査によって土坑・ピット及び土器が発見されたことからB区 として調査を実施した。
遺構の密集する西側の堆積状況は、上層から水田床土、白色粘土層、中世から近世の生活面及び奈良

平安時代の包含層と考えられるシルト層、縄文から弥生時代の遺物を含む黒色帯が確認できた。調査
は中世と思われる生活面であるシルト層上面から実施した。

シルト層は薄い砂礫層に覆われた部分も多く、以前からこの段丘一帯は水害に見舞われた地域で

あったことが窺われた。シルト層上面からは住居と思われる竪穴状遺構、土坑、ビット、南北方向の

溝跡 (流路)が発見された。中世面調査終了後、シルト及び黒色上を掘 り下げた結果、上層シルト内
から奈良・平安時代の上師器・須恵器が、直下の黒色土及び溝跡覆土内から弥生土器、さらに下層の

黒色土内から縄文時代中期・後期の上器が出土した。それぞれの時代の遺構は確認されなかった。西

側のA区同様、旧谷状地形に長い年月の間周囲から土砂が流れ込み堆積した遺物包含層と考えられる。
また、水田面から砂礫層に至る厚みは調査区東端が40cm、 西側は1.2m以上であった。東側は遺構が
希薄であることから、斜面上部にあたる東側は、圃場整備によって遺構面が削り取られた可能性が考
えられる。

(1)竪穴状遺構
Tal号竪穴状遺構
遺構はB― い-3グ リッドに位置する。規模は長軸5.6m、 短軸4.2m、 検出面から床面までは最大
で13cmを測る。平面形態は長方形である。床面には硬質面が存在する。ピットは床面及び壁際から

確認できた。主柱穴と断定できるピットは認められなかった。床面中央付近に炉と考えられる焼土が

，

′ ′
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堆積 した窪みが並列して 2個存在した。遺構中央に炉が設置されているこ

持つ竪穴状遺構と考えられる。

Ta2号竪穴状遺構
遺構はE― い-3グリッドに位置し、北側
の約半分は近年の攪乱によって破壊されてい

る。調査規模 は長軸である東西方向が4.8

m、 北側を破壊された南北方向である短軸の

最大が2.4m、 検出面から床面までの深さは

最大35cmを測る。平面形態はやや不整の楕

円状を呈する。壁面はすり鉢式に緩やかな傾

斜で床面に至る。当初は確認面での形態から

大型の井戸又は土坑と考えられたが、掘 り込

みが浅 く、底面に平坦な硬質面を持ち、ピッ

ト・炭化材が確認されたことから住居として

の性格を持つ竪穴状遺構とした。

1 暗褐色土 (7 5YR3/3)シルト質。砂 。炭化物含む。
2 黒褐色土 (7 5YR2/2)粘 土フ

｀
ロック多い。

3 灰褐色土 (7 5YR4/2)粘 土層 (掘方)。

B ttTal号竪穴状遺構実測図

BttTa2号竪穴状遺構実測図
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とから住居としての性格を
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極暗褐色土 (7 5YR2/3)や や砂質。炭化物含む。

黒掲色土 (7 5YR2/2)炭 化物・焼土多く含む。

黒色土 (7 5YR2/1)炭 化層。

明赤褐色土 (2 5YR5/8)焼 土層。
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(2)溝跡 (流路 )
Ml号溝跡
遺構はC― う-8グ リッドからD― く-4
グリッドにかけて存在し、確認面上で多数の

ピットに切られ、調査区内でM2と合流する。
遺構の向きは南北方向からおよそ48° 西に振

れた方向で調査区内を貫流している。調査規

模は長さ34.4m、 確認面上での幅1.6m～ 3.2

m、 底幅0.9m～ 3.lmを 測る。

遺物は土師器・須恵器の破片が出上した。

縄文・弥生土器が含まれる黒色土に形成され

ていることから弥生時代以降の流路と考えら

れる。

M2号溝跡
遺構はC― あ -10グ リッドからD一 こ-2
グリッドにかけて存在する。Mlに並走し、
途中で合流する。南側は攪乱中で消滅する。

規模 は長さ9。2m、 確認面上での幅32cm～

72cm、 底幅15cm～ 40cm、 検出面か ら床面

までの深さは10cmを測る。

遺物は出上しなかった。

M3号溝跡
遺構はC― い-5グ リッドからD― き-1
グリッドにかけて存在する。南方向は調査区

域外に続くと思われるが、北側はM4と途中
で合流した後、共に消滅する。遺構の向きは

南北方向からおよそ46° 西に振れる。調査規

模は長さ32.8m、 幅は確認面上で2.Om～ 4.0

m、 底幅1.Om～ 3.2m、 深さは確認面から最

大65cmを 測る。遺物は底に堆積 した砂礫層

内から磨耗した弥生土器が、上層から奈良・

平安時代の須恵器片が出土した。時期は下層

から弥生土器が、上層から須恵器が出土して

いることから弥生時代から奈良平安時代には

既に存在していた流路と考えられる。

1

2

黒褐色土 (75YR3虚 )

暗褐色土 (75YR3/3)

砂質。カレトフ・ロック含む。

砂主体。
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M4号溝跡
遺構はC― あ -8グ リッドに存在し、M3に合
流する。南側は消滅する。調査規模は長さ4.8

m、 確認面上での幅0,9m～ 1.6m、 底幅0.4m～

0,9m、 確認面からの深さは0。4mを測る。M3と

同時期に存在 した流路と考えられる。遺物は弥

生土器片、須恵器が僅かに出上した。

M5・ 6号溝跡
遺構はE― こ-9グ リッドに位置し、並走する。
M5は北 。南ともに消滅する。M6の南は攪乱に

よって切られ、北側は消滅し、途中未確認部分

が存在する。遺構の向きは北から東に40° 振れ

る。規模はM5が長さ6.4m、 幅30cmを 測る。
M6は 未確認部を含めた推定で長さ6.Om、 幅
30cmを 測る。確認状況から、断定はできない

が、旧道路跡である可能性も考えられる。
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(3)土坑
ピットと区別するため、直径80cm以上の掘 り込みを土坑として取 り扱った。
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極暗褐色土 (7 5YR2/3)やや砂質。シルトフ'リク含む。

暗褐色土 (7 5YR3ん )焼土・炭化物やや多く含む。

暗褐色土 (7 5YR3/3)焼土・炭化物少量含む。

黒褐色上 (7 5YR2虚 )砂・礫含む。

25cm内外の規模を測る小型のピッ

トについては平面方形を呈するものが

多く存在したが、やや大型のピットに―ド
~く

は円形、隅丸の方形等が多く存在した。
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⇔ ⊆ 二 三 互 )42

番号 器  種 器 形 口径cロ 底径cn 器高cM 時  期
色調 (外面)

部  位

縄文土器 深鉢
目髭蔀履片

卜面沈線文 怖円形沈線文内羽状沈線 隆帯
中期 M3覆上

縄文土器 深鉢
タト面縄文 3条 垂 F沈線文 弧状沈線文
胴部破片

10YR6/4に ぶい黄橙色
C― あ-6グリッド黒色土内他

縄文土器 深 鉢 外面縄文
胴部破片

10YR7/4
C― あ-6グ リッド黒色土内

純文土器 深鉢 面
部
外
胴
下沈線文 縄文

中期
75YR4お 褐色
D― こ-4グ リッド黒色上内

縄文上器 深鉢
画
部
外
胴

文 ЮYR″3にぶい黄橙色
C― い-5グリッド

6 縄文土器 深鉢 外EI艇文  3条 沈線文 表面やや麟耗
胴部破片

■5YR5/6明 褐色
C― え-10グ リッド黒色土内

縄文土器 深鉢 外面垂下泥線文
胴部破片

75YR6/6置色

8 縄文土器 深鉢
結緊霰汗

沈線文 斜沈線文 表面やや摩耗 75YR5/4に パい縛色
C― あ -4グ ウッド呈五十内

縄文土器 深鉢
給昴段欝

沈線文 縄文 表面やや摩粍
E― え-9グ リッド

縄文主器 深鉢 外面 2条平行垂下沈線文間に羽状沈線文
胴部破片 中期

10YR6/4に ぶい責橙色
M3覆土

縄文上器 深鉢 外面」】状沈線文
胴部破片 中期

75YR″ 3にぶい橙色
C― い -5グ リッド単色土内

12 縄文土器 深鉢
外
腑
下沈線文 斜沈線文

中期
5YR5/3に ぶい赤褐色
C― あ-8グ リッド早色土内

ユ3 縄文土器 外
胴
下沈線文 75YR6/4にぶい橙色

C― い-4グ リッド

網文土器 深鉢
画
部
外
胴

泥線 文 75YR6/4にぶい橙色
C― あ-4グリッド黒色土内

15 縄文土器 深鉢
底部破片

75YR6/4にぶい種色

縄文土器 深鉢
タト画ナア 隆帝に指頭HW捺痕
口縁破片 後期

10YR‐/2に ぶい貢橙色
B― あ -3グ リッド皇打十内

縄文土器 深鉢 外面横沈線文 棒状工具による別突支
口縁破片 後期

10YRν 4にがい貢種色
D― き-2グ リッド畢れ■内

縄文上器 深鉢
咎腰維悴

文 榛状工具による刺突文
後期

75YR5/4にぶい褐色
C― う-9グリッド旱色■内

縄文土器 深鉢 外面隆帯 円形刑突痕
口辺破片 後期

10YR6れ にぶい橙色
C― あ-7グ リッド黒色土内

縄文土器 深鉢 外面沈線文 ナデ
後期

75YR4/1褐灰色
C― き-7グリッド黒色土内

縄文土器 深鉢 タト面細沈線文 ナデ
胴部破片 後期

10YR5/2灰 黄褐色他
E― こ-9グ リッド出土

縄文土器 深鉢 外 向沈 F7R文
胴き

`麓

片
10YR5/4に がい黄褐色
検出

縄文土器 深鉢 タト画組文 沈線文 円形刺突文
胴部破片 後期

10YR6/4に ぶい橙色
C― い―10グ リッド黒色土内

縄文土器 深鉢
胴部破片 後期

■5YR4/4褐 色

縄文土器 深鉢 外面ナデ
日縁から胴きヽ離片多数 後期

10YR7/3に ぶい貢管色 1ヒ
C― い -8グ リッド皇■十内他

器 毯 残存事 部位

土師器 霊 (128) 外面ヘラケズリ ナデ ロ縁横ナデ 内面ナデ 口縁～胴部破片
10YR3/2黒 褐色
E― こ-7グ リッド黒色土内

土師器 奏 [146] (111) タト面櫛/r」線文 顕部櫛描横線文 内面ナデ 日縁～胴部破片
10YR5お にがい黄褐色
C― あ-9グ リッド他

殊生土器 く71) 外面襲部櫛描横線文 櫛鵜垂下文 表面やや磨耗 顕部破片

土師器 P 鉢 ? 内外面 ミガキ 底部～胴下部
75YR6//tにぶい橙色

土師器 高年 (88) 脚部外面赤色塗彩 内面横ナテ 脚部40 C― い-5グ リッド里■十丙

須恵器 内外面ロクロナデ 底部回転糸切 り みこみ部剥離
C― あ-6グリット

B区遺物観察表 (1)
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器 樋 器  形 虞径em
備   考

須忠器 h台付IIN [142] 内外miロ クロナデ 氏郡回47(ヘラケズリ後高台llll
75YR3■ オリーブ‖色
C― う-9グリッド却lヒ土内

狽志器 14 内外面ロクロナデ fit部 ヘラケズリ E― く-10/・ リッド黒色土内

須恵器 高台llイ 内外面ロクロナデ 底刊
'ヘ

ラケズリ後1ヽ台貼 ll
5B4/1晴古灰色
C― い-7グリッド M4

番号 器 極 器  形
景大 ●t(cm) 最大幅にm)

短径 (cm)
最大厚 (cm)
高さ(cm)

調  踏 文  様 三景 (g) 出上地

石器 散石 ド郡欠損 先端 1‖面に肢打仄

石器 全体にす りlli 芸面欠損

103 片側欠IR 側面に潰れ猿 一部自然面残存 刃那付近F減 31834

石製品 石製円盤
C― あ-7グリッド

40 38

石器 長ll両端 側面に敲打狼 表而す りmi
一部火相 中央に凹 凹径5em 陛1深 1 5cm

鉄製
『

1

B区遺物観察表 (2)

遺構名 平面形態 南北 (cm) 東西 (cm) 深 さ (cm) 検出位置

Dl 惰円形 D―こ-1

D2 楕円形 E一こ-10

D3 隅丸方形 C―え-10

(6)土坑・ピット観察表

B区土坑観察表

遺構名 平面形態 南ゴヒ(cm) 東西 (cm) 深さ (cm) 検出位置

D4 長方形 C―え-10

D5 円形 C― しヽ-5

D6 円形 C―あ-5

ピット名 形熊 直径 (cm) 深さ(cm) 検 出位檀

1 円形 16 D―け-6

2 楕円形 12 Dけ

3 円形 13 Dけ-5

4 円形 52 14 Dけ -5

5 円形 Dけ

6 円形 D―け-5

7 円形 8 D―こ-5

8 円形 ? (30) D―こ-5

9 円形 12 D― こ-5

10 楕円形 D―け-5

11 円形 D― こ-4

12 円形 D―こ-4

13 円形 25 D―こ-4

14 円形 D―け-4

15 田 彰 D―こ望

16 楕円形 8 D― く-4

7 円形 D― く-4

楕円形 D― く-4

19 円形 と4 D―く-4

円形 D-1す -3

円形 6 D-1す -3

円形 28 D-1)-3

方形 29 D―け-3

孵 円形 D一け

D-1す-3

円形 D-1)-3

円形 D―け

円形 D― こ-2

29 円形 7 D― こ-2

30 円形 D―こ-2

円形 18 17 D― こ-3

楕円形 D― こ-3

円形 6 D―こ-3

楕円形 D―こ-3

円形 8 D―こ-2

円形 7 D―こ-2

円形 6 B―あ-2

円形 6 B―あ―

糖円罷 6 D― こ-3

円形 8 D―こ-3

円形 D―こ-3

2 円形 49 D―こ-3

楕円形 9 D―こ-3

円形 B―あ-3

円形 (19〉 B―あ-3

円形 1 1 B―あ

円形 B―あ-3

円形 18 8 B―あ-3

ピット名 形態 直径 (cm) 深 さ(cm) 検出位置

円形 28 56 B―あ 8

円形 26 B―あ-4

51 円形 12 D―こ-3

円形 22 D―こ-3

楕円形 25 8 D―こ-3

円形 D―こ-3

円形 41 D―こ-3

円形 1 D―こ

円形 1 D―こ-3

方形 24 D―こ-4

隅丸方形 D―こ-4

円形 14 D―こ-4

円形 D―こ判

62 円形 5 D―こ-4

63 円罷 D一こ-4

64 円形 6 D―こ-4

円形 D一こ-4

円形 D―こ-4

脩円形 7 B―あ-4

円形 8 B―ヤヽ-4

円形 B―い-4

円形 48 14 B―あ-3

7 円形 24 10 B―あ-3

円形 14 B―あ-3

73 円形 28 B―あ-3

隅丸方形 20 B一ヤヽ-3

円形 44 8 B一っ-3

方形 10 B―あ-3

77 楕円形 24 10 B―あ-3

円形 B―あ-3

円形 27 B―あ-3

円形 51 B―あヽ

1 円形 B―あ-2

円髭 B―あ-2

83 円形 4 B一あ-2

権 円形 14 B―い-2

隅丸方形 B一 しヽ-2

方形 B―ヤヽ-3

円形 B―あ-2

方形 6 B―あ-2

円形 B― しヽ-2

権円形 B― しヽ-2

円形 B―い-2

円形 B―▼

円罷 29 7 B― ヽヽ-2

円形 20 5 B― しヽ-2

不整形 16 B― ヤゝ-2

稿円形 B― �ゝ-2

B区 ピット観察表 (1)

卜名 形態 直径(cm) 深 さ (cm) 検出位置

97 楕円形 6 B― �ヽ-2

円形 B一 ヤ`-2

円形 30 6 B― しヽ-2

円髭 87 7 B―�ヽ-2

円形 9 B一っ-2

楕円形 1 B一う-2

円形 86 ユ B―あ-2

円形 D―こ-2

円形 14 D―こ-2

円形 4 D―こ-1

107 円形 B― �ヽ-2

108 円形 8 B―う-2

楕 円形 B― ヤヽ-3

楕円形 B―�ヽ-3

11 楕 円形 B― ヤゝ-2

2 円形 9 B― ラヽ-3

3 楕円形 ? 9 B―�ヽ-3

楕 円形 B―い-3

5 円形 4 B一い-3

6 楕円形 6 B―う

17 円 形 Dけ-3

円形 4 D― く-3

円形 8 D― く-3

円形 D―く-4

円形 25 4 D―き

楕 円形 38 7 D―き望

円形 D―き-3

124 楕円形 D―き―

楕円形 ユ D―き-2

円形 11 D一き-2

27 楕円形 16 D―こ-5

楕 円形 D― く-3

楕円形 10 D― く-3

円形 D―く-3

円形 D―く-3

円形 21 D―く-2

円罷 D― 〈-2

円 形 D―こ-2

円形 D一こ-2

円形 ? く7) Dけ-2

137 円形 11 DI)2
138 円形 24 12 D-1)-2

139 方 形 D―け-2

楕円形 12 D―こ-2

方形 6 D―こ-2

方形 D―こ-2

円形 6 D―こ-2

円形 10 D一こ-1
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ビット猪 形態 直径 (cna) ,架さ( ) 検出位置
145 円形 l D-1) 2

隅丸方形 D-1す

方 形 21 24 D-1ナー]

隅丸方形 7 D-1)

「
引タ 34 D-1)-2
円形 D―イナー2
円形 Dけ 1

橋円形 ? 7 Dけ -1
円形 Dけ 1

円研 6 D―イナー2
55 円形 11 Dけ 1

円形 37 7 D― く-1

隅筑方形 24 Dlす 1

方形 8 D―イナーl
7 D-1サ 1

補円形 1 υ―こ-1

6 D―こ-1

隅丸方形 D―こ―〕

163 円形 31 8 D―こ ]

164 方形 D― こ

円形 5 E-1す-10

円形 Dけ -4
方形 17 5 E―こ

方 形 6 E― こ 1

円形 D―こ-1

円形 49 D―こ-1

円形 7 D― こ-1

円形 ? (12) D―こ-1

円形 11 D―こ-1

174 円形 8 D―こ-2

円 形 22

方形 16 0 D―こ-1

177 円形 10 D―こ

円形 C一っ-10
179 円形 1] C―う-10

180 埼丸方形 ? お-10

円形 19 C―え-10

ビツト名 形 熊 直径 (clla) 深 さ(cm) 検出位置
円形 C一っ-9
/fミ整
'形

10 C―え-10

円形 12 C―え-10

(13) 4 D―こ-1

186 円形 D―こ-3
187 円形 1 D―こ-3

方形 B―あ
方形 B―あ 4
楕円形 8 B― しゝ

円形 D―こ望

方罷 D― こ-4

193 隅丸方形 8 B―あ望
194 円形 16 18 B―あ 4

方 罷 4 B―あ-3

方形 20 B―あ 2
方 罷 14 12 D― こ-3

方形 7 B―あ 2
方 形 B―務-2

200 方形 37 C―え 10
円形 (19) C―え-10

方形 え-lo

不整形 C―え-9
方形 D―こ-3

方形 D―こ-3

5 D― こ-4

207 方形 16 B―あ-4

208 方形 12 B―あ-2

円形 12 B―あゼ
欠番

211 方形 B―あ
21 方 形 1 5 B―あゼ

円形 8 B―あ-2

方 形 24 B―あ-2
215 円形 B―あ-2

円形 B―あ-2

円形 5 B―あ-2

方形 B―あゼ

B区 ピット観察表 (2)

ビット名 形態 直径 (cm) 深 さ ( ) 検出位置

方形 40 7 B一あ-1

円形

円 )| 7 C―い-10

222 怖円形 C―い-10

223 方形 4 C―い-10

方形 C― ヤヽ-10

円形 C―▼ヽ-9

方 形 6 C―う-9

方形

円形 37 C―う-10

229 方形 5

230 円形 と3 C―い-10

方形 7

不整形 45 6

233 円形 ? 5 B― しヽ-1

234 楕 円形 B― ヤヽ-2

235 6 C―しヽ-10

236 楕円形 7 ▼`-10

8 C―▼ヽ-10

不 _4/形

円形 8 C―う-10

方形 8 C―う-10

円形 6 E―こ-10

242 方形 5 E― こ-10

円形 Dけ 1

方形 8 Dけ-1
円形 D―′) l

円彬 8 D―き-2

247 円形 E―サナー10
方 形 6 E―イナー10
隅丸方形 27 D― tサー4
方 形 22 D―こ-3

方形 Dけ -2
円形 D― く
円形 9 D―き-2

254 円形 B―あ-3

円形 15 8 D―こ-2

第 3節 C区
千曲川右岸第 1段丘の東端に位置する。試掘調査によって土坑・ピット及び土師器等の遺物が発見
されたことから、遺跡の確認できた地域の調査を実施した。遺構検出面は地域によって異なり、水田
床土直下のシル ト上面または砂礫層上面となる。東端の比高差19mを測る段丘との境界付近は低地と
なり、遺構は確認されなかった。検出された遺構は、中世の住居と考えられる竪穴状遺構、土坑、溝
跡、ピットである。遺物は中世の陶磁器・土鍋・古銭などが出土した。

(1)竪穴状遺構
竪穴状遺構は竪穴建物址・竪穴遺構とも呼ばれ、中世以降の遺跡から発見される代表的な遺構の一
つである。形態は方形、長方形が中心で規模は2m前後から時には10mを越す大型も確認されている。
遺構の内部に柱穴を持ち建物址と考えられるものや使途不明なものが存在するが、基本的に建物llLと
され、人々の住居址・兵事の簡易住居・季節的住居・貯蔵庫・作業場・集会場などと考えられている。
本遺跡では多数の掘 り込みが確認されているが、今回は土坑 と区別するために1辺 3mを超す掘 り
込みを竪穴状遺構として取 り扱った。

Tal号竪穴状遺構
遺構は I― う-4グ リッドに位置する。規模は長軸6.Om、 短軸4.8m、 確認面から床面までの深さ
は最大28cmを測る。平面形態は東西方向に長軸を持つ隅丸の方形である。主軸は北から西に20° 振る。
シルト面が床面となり、ほぼ平坦で、ゃゃ硬さを持つ。ピットは隅丸方形の遺構内に4個、周辺を囲
むように11個確認でき、竪穴状遺構と掘立柱建物址が組み合わされた状況で確認された。遺構内及び
周辺で火を使用した痕跡は確認できなかった。床面と考えられる平坦な硬質面を持ち、規則正しい
ピットの存在から、住居的に使用された竪穴状遺構と考えられる。
時期は、周辺の土坑から出土した古銭や陶磁器類の年代から中世としたい。
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◎   q14
P13

ヽ
ぃ

詢 ⑥ Pl
③ 陀

638 100m
(1:80)

C ttTal号 竪穴状遺構実測図

Ta2号竪穴状遺構
遺構は I― こ-4グ リッドに位置する。規模は長軸3.2m、
短軸3.lm、 確認面から床面までの深さは40cmを測る。平

面形態は方形である。

Ta3号竪穴状遺構
遺構はJ― え-8グ リッドに位置し、Mlに切られる。
規模は長軸3.3m、 短軸2.6m、 確認面から床面までの深さ

は12cmを 測る。平面形態は不整方形である。

1 掲色土 (loYR4/6)渤卜質。
2 暗褐色土 (ЮYR3//4)
褐色渤トフロ`ック多い。炭化物含む。

3 黒褐色土 (loYR2/3)
褐色渤卜多い。炭化物含む。

4 暗褐色土 (7 5YR3海 )
褐色カレトフ

｀
ロック・炭化物・砂合む。

極暗赤褐色土 (5YR2ん )

砂・操 (卜 10 cm大 )。 炭化物含む。やや粘性あり。

638 000m
OP    印:80)    2P

CttTa2号 竪穴状遺構実測図

く|             く

1 黒褐色土 (10Ⅵ逆海)砂・小石・炭化物含む。

638 100m
Om     (1:80)

③

Ｐ４

Ａ

・

Ｐ９
　
Ａ
一

⑥

酬

Ｐ
◎

ｄ
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Ta4号竪穴状遺構
遺構は」一け-8グ リッドに位置する。規模は長軸4.2m、
短軸1.7m、 確認面から床面までの深さは最大30cmを測る。

平面形態は南北方向に長軸を持つ長方形で、東壁中央付近に

僅かな張り出し部が存在する。
Ａ

一　

　

‐２４

Ａ
一

Ａ
一

638 100m
Om     (1:80)    2m

l 黒掲色土 (10Wq賂抱)褐色カレトフれック・砂・炭化物・小石含む。

C ttTa4号竪穴状遺構実測図

鐘雷 ξ∵覧全き壁民耳チリッドに
(

位置 し、規模 は長軸5.2m、 短 c
軸4.2m、 確認面か ら床面まで

~

の深 さは最大で25cmを測る。

主軸は北から西に24° 振る。床

面はやや硬さを持つ。ピットは

壁面及び中央付近から12個確認

できた。 P ll・ 12が主柱穴、壁

際のピットは壁柱穴と考えられ

る。周辺で火を使用した痕跡は

確認できなかった。       1
遺物は南東コーナー付近の床

面上から鉄片が出上した。

1 極暗掲色土 (7 5YR2/3)
カレト主体。砂・小石・炭化物含む。

2 褐色土 (7 5YR4/3)カ レト主体。
3 暗褐色土 (75YR3/3)
カレト主体。褐色シルトガロック・炭化物含む。

4 暗褐色土 (7 5YR3洛 )
シルト主体。炭化物含む。

C'
|＼

4上

�

l＼

Ｉ

一

Ｇ一鮎
Ｇ

一

Ｊ

４

�

638 200m
(± oo)   2m

へ
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∞
|
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D蒻

%楊歩物ヮ易♭鯵鯵レ疹易ワ物♭ワ易≫易%♭%%珍亥影ケ

≧'

C tt Ta5号竪穴状遺構実測図

(2)住居址
遺構は I― あ -5グ リッドに位置する。規模は長軸4.lm、 短軸3,9mを測る。平面形態は方形と考
えられる。上部は完全に削り取られた状態で竪穴状の掘 り込みを有した住居か平地式であるかの判断

はできなかった。確認できたのは壁際に掘 りこまれたと考えられる部分的な壁溝及びコーナーに掘 り
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込まれたピットである。

出土遺物が認められないため時期の確定はできなかった。

CttH l号住居址実測図

(3)溝跡
Ml号溝跡
遺構は I― き-3グ リッドから」一え-7グリッドにか
けて、およそ東西方向に延びる。確認された規模はいずれ

も最大値で長さ26.4m、 確認面での幅1.2m、 底幅0,7m、

確認面から底面までの深さは0.2mを 測る。とぎれている

がM2号溝状遺構につながる可能性が考えられる。
遺物は、出土しなかった。

1 暗赤灰色土 (2 5YR3/1)カレト主体。軽石・炭化物含む。
2 褐色土 (7 5YR4/4)渤 卜主体。
3 黒褐色土 (75YR3/1)助 卜少ない。
4 褐色土 (7 5YR4/4)シルト・砂多く含む。
5 灰褐色土 (7 5YR4/2)渤 卜主体。

CttM l号溝跡実測図
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M2号溝跡

遺構は」―か-9グリッドからJ― き-6グ リッドイこか
けて存在し、途中でほぼ直角に方向を変えるが、この間の

掘り込みは検出段階で消滅した。掘り込みが残存する地域
は 2カ所で、規模はいずれも最大値で長さ7.2m、 確認面
での幅0.7m、 底幅0。4m及 び長さ5m、 確認面での幅0.4
m、 底幅0,2mで ある。とぎれる区域が長いが、Ml号溝
跡につながる可能性が考えられる。

(4)土坑
竪穴状遺構及びピットと区別するため、直径または 1辺
が30cm以上で 3mに満たない掘 り込みを上坑として取 り
扱った。形態は円形・隅丸方形・楕円形等さまざまである。

隅丸方形状の上坑には中世の輸入銭が出土する遺構が含ま

れ、覆土中に骨粉と思われる白色粒が認められることから、

土坑墓と考えられた。またやや大型で楕円形の掘 り込みの

底部には小ピットが数個掘 り込まれていることから、落と

し穴の可能性が認められる。この他用途不明の掘 り込みも

多いが、焼上を含む掘 り込み、土鍋 。中近世の陶磁器が出

土する掘 り込みなどが存在した。

時期は、周辺遺構出土の遺物の特徴から、中世から近世

にかけて掘 り込まれた遺構と考えられる。

暗褐色土 (7 5YR3お )

軽石・カレトガロック・炭化物含む。

638 200m

1 暗褐色土 (loYR3/3)
)レトフ
ヾ
ロック・炭イヒ物・礫 (5 cm大 )含む。

2 暗褐色土 (loYR3/4)
剪レトフ
゛
ロック(o5～2 cm大 )多 く含む◇

一一『

638 200m
(± 80)   2m

CttM 2号溝跡実測図
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Ａ
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1 暗褐色土 (7 5YR3/3)
褐色カレトフ

｀
ロック・炭化物含む。

しまりあり。

A                     A'

1 暗褐色土 (75YR32)
シルト主体。炭化物含む。

638 200m
(「 80)    2mｍ

２

８。ｍ

C区土坑実測図 (1)
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1 暗褐色土 (75YR3/4)
シルト主体。炭化物含む。

2  詔島色
=L (7 5YR4/4)

シルト主体。砂含む。

638 200m
Om     (1:80)    2ぃ

Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

1 黒褐色上 (7 5YR3/2)
砂・炭化物含む。

638 200m
OP    (1:80)    2r

638 2001n
Om    (1:80)    2m

D13

1 褐色土 (75YR4/4)
暗褐色土フ

ヾ
ロック・軽石含む。切レト質。

2 黒色土 (75YR2/1)
褐色土フ
ヾ
ロック・砂・炭化物含む。

)卜質。

3 褐色土 (75YR第 )
暗褐色土フ

ヾ
ロックと褐色上の混合。

切レト質。

D14

1 極暗褐色土 (7 5YR2P/3)
砂・炭化物含む。ややしまりあり。

D14

く|   く |

へ

μ

当

638 200m
Om     (1:80)    2m

638 200m
(■ 80)

ｌ

　
　
ｍ

く

　

ｏ

D15

1 黒色土 (7 5YR2/1)シルト質。軽石・砂含む。
2 黒褐色上 (7 5YR2/2)カ レト質。軽石・砂含む。
3 黒褐色土 (7 5YR3/2)ンルト質。軽石・砂含む。
4 褐色土 (7 5YR4/r3)シルト主体。
5 暗褐色土 (7 5YR3/3)し まりなし。シルト主体。
黒色土含む。

D16
1 黒褐色土 (10YR2/2)渤卜質。軽石・砂含む。
2 暗褐色土 (10YR3/3)シ ルト質。軽石・砂含む。
3 暗褐色上 (10YR3/4)しまりなし。

C区土坑実測図 (2)
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1 暗褐色土 (75YR3/3)
褐色カレトフ

｀
ロック・砂含む。

638 200m
Om     (● 30)    2ぃ

/
638 200m

OP    (1:80)   2P

D12

く |

黒色土 (75YR2/1)砂 ・炭化物含む。

638 200m
Om     (1:80)    2m

D15 ^
く

|

く
|

638.200m
(上 80)

A                        A'

1 暗褐色土 (7 5YR3β )
砂・炭化物含む。

638 200m
Om     (1:80)    2m

D10

1 黒褐色土 (10YR2/3)
砂・礫 (1-/3 clll大 )多 く含む。

638 100m
Om     (1:80)    2m

A      2  2 A'

Dll

A

1 黒褐色土 (7 5YR2/2)炭化物・砂含む。カレト質。
2 暗褐色土 (75YR3nカレト質。
3 黒色土 (7 5YR2/1)砂含む。渤卜質。しまりあり。
4 暗褐色土 (7 5YR3/3)砂・炭化物含む。シルト質。

638 200m
OP    (1:80)    2P



1 黒褐色土 (7 5YR2/2)
砂・炭化物含む。 ややしまりあり。

638 300m
(■ 00)
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く

D19

1 極暗褐色土 (7 5YR2/3)シルト質。炭化物含む。

638 300m
O伊
    (■
80)   2P

D22

1 極暗褐色土 (75YR2/3)
砂・礫 (5 cn大 )やや多く含む。 しまりあり。

638 200m
(■ 80)

1 黒褐色土 (loYR3/2)
砂主体。礫 (1-5 cm大 )含む。

638 000m

Om     (1:80)    2m

０９
ね筋
ｋ
∩
∨

D21

1 黒掲色土 (loYR2/3)砂・炭化物・
礫 (卜 10 cHl大 )含む。

638 300m
OP    (1:80)    2P

A'

D13

＼v/

劾
ア

1 黒褐色土 (10YR2/3)
シルト主体。炭化物・焼土含む。

2 暗褐色土 (10YR3/4)
シルト主体。暗褐色土デリク含む。

638 200m
(1:80)   2m

1 黒褐色土 (75YR勿2)

助トフ
｀
ロック・軽石・砂・

炭化物含む。

638 200m
O,    (,80)   2m

1 極暗掲色土 (75YR"3)切 レト質。砂・軽石・炭化物含む。
2 黒褐色上 (75YR2/2)砂 ・軽石・炭化物・礫 (10 cxl大 )含む。

やや粘性あり。

3 暗褐色土 (75YR3/3)砂 主体。

638 200m
Om     (1:80)    2m

D26
Ａ
一

1 黒褐色土 (loYR2/3)
砂多い。礫 (卜5 cln大 )。 炭化物含む。

638 200m

(1:80)

Ａ
一

Ａ
一

く
|

1 黒褐色土 (10YR2/2)
砂・礫 (卜10 cm大 )・ 炭化物含む。

638 200m
Om     (1180)    2m

C区土坑実測図 (3)
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D27

く
|

1 黒褐色土 (10YR21y2)
切ントフ'ロック・軽石・砂・炭化物含む。

ややしまりあり。

2 暗褐色土 (10YR3/3)
砂・礫 (5～ 15 cm大 )含む。

638 300m

1 黒褐色土 (10YR2/3)
砂・礫 (卜5 cm大)含む。

638 000m
OP    (■ 80)   2P

D34

D28

1 黒褐色土 (10YR2海 )
炭化物・シルトフロ`ック・軽石含む。

638.200m
(1二 80)

D31

く|     く |

1 黒褐色土 (10YR2/2)
砂・小石・炭化物含む。

2 暗褐色土 (10Ⅵ昭/4)
シルト主体。小石・砂含む。

3 暗褐色土 (10YR3/4)
洵レト主体。小石・砂・礫 (5～ 10 cn大 )含む。

638 400m
Om    (1:80)    2m

D35

く
|

1 黒褐色土 (10Ⅵ睦/3)
褐色シ″トフ

｀
ロック・小石含む。

2 暗褐色土 (10YR3/4)
シルト主体。砂・小石含む。

638 000m
Om    (1:80)    2m

C区土坑実測図 (4)

1 黒褐色土 (10YR物2)炭化物・褐色シルトフヾロツク・灰含む。

638 200m

く
|

く
|

(1:80)    2仰

D32 D33
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|

Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

A                                      A'

1 極暗褐色土 (75Ⅵ磁/3)
砂・小石・炭化物含む。

638 300m
Om     (1:BO)    2m

D36

1 黒褐色土 (10YR2/3)
砂・切ウト・」ヽ石含む。

638 000m
Om    (1:80)    2m
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, フ

極暗褐色土 (7 5YR2/3)

掲色カレトフ
｀
ロック多い。炭化物含む。

638 300m
Om    (1:BO)    2ぃ

く
|

1 黒褐色上 (75YR3/2)
掲色功レトフ

ヾ
ロック・砂・

炭化物含む。

638 000m
OP    (1:BO)    2留

1 暗褐色土 (75YR3/3)

砂・礫 (卜10 Cn大)含む。

638 200m
Om    (1:80)    2m
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1 黒褐色上 (10YR2/2)
砂・切レト・炭化物含む。

638 200m
OP    (・ 0。)   2P

1 暗褐色土 (75YR3/3)
砂・小石 (1-3 clll大 )多 く含む。

638 400m
(上 80)

D43

D45
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1 暗褐色土 (7 5YR3/3)
砂多い。炭化物含む。

638 400m
Om    (1:80)    2m

1 暗褐色土 (10YR3/3)
砂・小石・礫 (5 cln大 )

含む。

638 000m
Om     (1:80)    2m

1 極暗褐色土 (7 5YR2/3)
砂・小石・炭化物含む。

638 000m

1 暗褐色上 (75YR3/3)
砂多い。礫 (3～10 cln大 )

含む。

638 000m
Om     (1:80)    2m

く|       く|

1 暗褐色土 (7 5YR3/3)
掲色シルトフ

｀
リク・炭化物含む。

638 200m
(■ 80)

D47
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一
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一
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一

Ａ
一
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紗
汰
闇
Ｖ
刊

ヽ
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肖

く
|

A                   A'

以

1 黒褐色土 (10YR2/2)
砂・撰 (3～ 10 cm大 )・

炭化物含む。

638 100m
(■ 80)

A                A'

以

1 黒褐色土 (10YR2海 )
砂・炭化物含む。

638 200m
Oぃ     (1:ao)    2m

C区土坑実測図 (5)
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A              A'

∞ )ξ
l 黒褐色土 (7 5YR3/1)
砂・小石 (1粥 cm大)含む。
やや粘性あり。

638 600m
OP    (1:80,    2P

1 黒褐色土 (10YR2/2)
砂・炭化物・

小石 (1～5 cm大 )含む。

638 800m

やや》卜質。

638 00om
O仰     (1:80)

1 黒褐色土 (loYR2/2)
砂・小石・炭化物含む。

D44

黒褐色土 (7 5YR3/2)砂 ・小石含む。

暗褐色土 (7 5YR3/4)粘 土質。炭化物含む。

Ａ
一

-36-
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D52

1 暗掲色土 (10YR3/3)
砂・小石・礫 (5～ 10 cn大 )含む。

638 000m
Om    (1:80)    2ぃ

1 極暗褐色土 (75YR2/3)
褐色カレトガロック・炭化物含む。

2 暗褐色土 (7 5YR3/3)
砂・炭化物含む。

638,300m
Om    (1:SO)    2m

④ 判
D54

く|       く |

1 黒褐色土 (10YR2/2)
砂・小石・礫 (5-20 cn大 )・ 炭化物含む。

688 100m
OP    (t80)   2P

D61

Ａ
一

Ｂ
一

Ａ
一

Ａ
一

1 暗褐色土 (10YR3/3)
小石多く含む。

638 000m
(「 80)

D62

D55D56D57D58D69D70D71

黒褐色土 (10YR2/3)月 石ヽ・砂・礫・炭化物含む。

黒褐色上 (10YR2/3)月 石ヽ・秒・礫・炭化物多く含む。

黒褐色土 (10YR3/2)砂多く、小石含む。

黒褐色土 (10YR2/3)砂 。小石・炭化物含む。

638 000m

(■ 80)

篭ζD D59
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メ
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1
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A       i      A'
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1 黒褐色上 (10YR2/3)
砂・礫 (牛8 clll大 )含む。

638 100m
(● 80)

A       A'

以
1 黒禍色土 (10YR2/2)
砂・軽石含む。

638 000m

D64

黒褐色土 (75YR2/2)砂 ・小石・礫

暗褐色土 (75YR3/3)砂 ・小石・狭

生   i 生 '

以
1 黒褐色土 (10YR3泡 )
小石・砂含む。

638 000n
Om    (1180)    2m

D65

く
|

1 黒褐色土 (10YR2/3)
褐色土フ
｀
リク・砂・小石含む。

638 000m
On    (1:80)   2m

1 暗褐色上 (7 5YR3β )
砂・小石・炭化物含む。

638 200m
(1:80)

1

2

C区上坑実測図 (6)
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(卜lo cm大 )。 炭化物含む。

(1～ 1 0 clll大 )・ 炭化物含む。

638 300m
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1 暗褐色土 (75YR3お )
砂・カレト多く含む。

638 300m
oP    (1:80)   2P

D73

D81

1 暗褐色土 (7 5YR3お )
黒色シルト 褐色シルトの混合土。

炭化物含む。

638 100m

D68

く |。

1 黒褐色土 (10Ⅵ證/3)

小石・礫 (卜10 cm大 )多 く含む。

638 000m
Om     (1:BO)    2蘭

1 黒褐色土 (7 5YR2/2)
炭化物・にぶい褐色上ガリク含む。

2 極暗褐色土 (7 5YR2/3)
にぶい褐色デロック・炭化物・焼土含む。

638.200m
OP    (1:80)    2P
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1 黒褐色土 (10YR2/3)
カレト質。黒色土フ

・ロック含む。

638 200m
Om     (1:80)    2m
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1 黒褐色上 (10YR2/3)
〕レト質。黒色土フ

ヾ
ロック含む。

638 300m
Om     (1:80)    2m
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638 200m
OP    (1:80)   2P
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⑭数182

1 黒褐色上 (10YR2/3)
切レト質。黒色土ガロック含む。

2 暗掲色土 (10YR3/4)
黄褐色上),トガロック含む。

638 300m

638 800m
(± 80)

ム
タ
ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

♂

【

０

Ｅ
Ｏ
Ｏ
∞
　
∞
∞
ω

３０

ゅｍ ||     く|

C区土坑実測図 (7)
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C区土坑実測図 (8)
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(5)ピ ット

1 黒褐色土 (10YR2/2)砂・小石含む。
2 黒褐色上 (10YR2/2)砂・小石・標 (5～ 10 cm大 )含む。
3 黒褐色土 (10Ⅵセ/2)砂・小石・礫 (5～ 10 clll大 )・
炭化物含む。

4 黒褐色上 (10YR2の 砂・小石・礫 (5～ 10 clll大 )含む。
5 暗褐色土 (7 5YR3海 )シルト質。             認
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'ヘ

ラケズリ
lTR都～ FiT郡破片

75YR4/6禍 fr

山茶碗 こね鉢
内面ナデ 外而ヘラナデ 施利,
体刊
`彼

片

iOY8/1灰 日色

内外 hiナ デ
胴下著L破 片

内外 l‐ ナデ
1田部破片 自然れ,一‖

`ll者内外面ナデ
lll部破片 自然れ

“

一剖
`付

者

帝滑 五 or発
外面自然和付着 稲 Fttjき 尺
加1部下樹

`破

片

5Y7/1灰 にI色

lri骨
内外面ナデ
胴訂;破 ナi

|,11「 25VR5/3に ボい赤褐色

山茶碗
外西I杖ナデ  ⅢⅢけ デ  ロ唇 削

`に

■線  「F'常川 26と 同-1団体 13c
5YR7/2り ]褐灰色
D55～ 58

山茶随 これ鉢
外面棋ナデ 山面ナデ ロ怒部に沈線 中Jり |1 25と 同一佃体
稔 祉片

5VR7/2明 樹灰色

山茶碗 こla鉢
F/1ク ト山Iロ クロナデ 足張
口縁彼片

13 c III
25Y6/1女 灰色

青磁 進弁文碗
タト蘭速弁文 胞来年
体とヽlJJk片

5Y5/2灰 オリーブ色

番号 PI Ij 器  形 Tk大長 (cm)
長径 (cm)

最大幅(cm)
tl径 にm)

競火厚 (cm)
高さ(cm)

謝  lk tt IIt 重■ (g)

石恭 磨製石斧 (64〉 66 (28) 米部欠損
10YR6/3に バい五椅色

石器 占1石 36 長Ⅲ両端 側面角刊
'敵

打痕
N3/OI帝灰也

石 Jlt品 (112) 凹径 (115) 凹深 (6)半欠損
IOYR5/1褐 灰色

T・号 器 種 器 形 外径にm) 内径 (cm) 最大厚 (cロ 調  4Fk文  様 重丘 (g

32 釦 III品 古銭 成平元背
998年  北宋
D6

銅製品 古銭 永楽通女
1108年  HJ!
D8〕

鋼製品 古銭 天聖元賓 象台 Ю23年  引ヒ朱

銅 4A乱 古銭 文字不明

鋼 4A品 古銭 成1享元賀
1965年  前宋

37 銅製品 元豊通Rlf 祭古
1078年 北宋
D55

卸製品 古銭 246 元豊通 t・f 徐彗
I078年  北宋

鋼製品 古銭 文字不明

40 鋼製品 古銭 059 天将通賀
1017¬: Jヒ宋
J一 く-8グ リッド

C区遺物観察表

(7)土坑・ピット観察表
遣構名 形態 南北 (cm) 東西 (cm) 深さ(cm) 位置 備 考

Dl 円形 卜き 3 青磁 蓮弁文碗 中世
楕円形 I―か-2 骨ハ

円形 ? 12 I―か-2

FIX丸方形 I一か-3

円形 ? I―か-2

円形 I―力‐2 読平元密 白iy‐ 椀 中世

方形 26 卜か-2 督製石斧

円形 ? 卜 か
-1

遼構名 形態 南北 (cm) 東西 (cm) 深さ(cm) 位 置 怖 考

円形 16 I一つ-4 天聖元賓 中世
楕円形 12 」え 10

栴円形 え-3

D12 隅丸方形 う-2

D13 不整形 えつ かわらけ 平安～中世
桁円形 え婦

脩円形 280 164 く-9

桁円形 (110〉 Jか-10

C区土坑観察表 (1)
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遺布諄名 形態 南北 (cm) 東西 (cm) 深さ(cm) 位置 備 考

D17 楕円形 62 Jか弓

円 形 2 20 Jかお 古銭

D19 桁円形 ? (130) I―か-2

円形 01

「

こ 3

楕円形 224 34 Jかヽ

D22 桁円形 ? 110 く60) Iえ -2

円形 I―う一]

精円形 56 Jお 7

円形 118 168 30 しヽ-9

D26 隅丸方形 230 176 26 J― く-7

D27 楕円形 164 Jかマ

方形 ? (106) I―お―〕

円形 ? (178) 293 I一 か -1

D30 精円形 180 12 い 8

桁円形 142 58 Jきヤ

D32 長方形 160 J― く-8

長方形 284 125 14 K― こ-5

桁円形 234 30 J―け-8

円 形 178 170 J― く-6

円形 139 Jけ -6

D37 長方形 14 J―お-7 成淳元質 中世
不整形 285 34 か-4 山茶碗 こね鉢  中世
長方形 112 188 16 Iこ 1

円形 96 54 卜こ-4

長方形 157 K― こ-5

長方形 162 28 L-1)-10

桁円形 162 (108) Iお 1 決淳

D44 方形 222 248 20 I―こ―]

D45 円形 と68 20 H― ヤヽ-10

楕円形 169 L-1)-10

円形 と04 26 Jおも

円形 106 24 Jく 望

円形 158 52 T-1)-3

円形 129 34 Kけ-2

長方形 ? 2) 13 Kけ 1

隅丸方形 12 Kけ ]

D53 不整形 149 J一き-6

桁円形 202 13 卜あ-9

D55 楕円形 206 と44 36 K-1)2 元豊通貨 中L
く■2) (66) Kけ ]

遺構名 形態 商北 (cm) 東西 (cm) 深さ(cm) 位置 怖 考

D57 円形 (104) K― く-1

D58 円形 ? 【―く―ユ

D59 隅九方形 62 16 L-1ナー9

D60 円形 P (56) し―
`ナ

ー10

円形 ? L一

`ナ

ー10

D62 方形 ? L―イナー10

D63 方形 14 H�ヽ10

D64 方形 P (136〉 24 G―あ 1

D65 円形 ? (168) G―あ 1 信片

D66 円形 H―あ-10

D67 協丸方形 P (168) G―う-1

D68 惰円形 (229) 6 K― く-1

D69 長方形 K― く-1 吉瀬戸 瓶子破片 中世
D70 円形 ? K― く-1

D71 方形 P K― く-1

D72 格円形 Jイナー5

D73 I呂丸方形 子こう

D74 円 形 卜え-2

D75 円形 P 12 卜え 2

D76 円形 41 卜え-2

D77 楕円形 卜え 2

D78 円形 卜あ-5

D79 円形 ―き-10

D80 円形 」―き-10

析円形 J―き-10 元豊通貨、永楽通安、骨片

不整形 I―く―ユ

D83 J―き-10

D84 桁円形 ―き-10

D85 桁円形 J一き-10

D86 円形 H―あ-9

D87 精円形 H一あ-8

D88 隅丸方形 ローあ-9

D89 円形 T一こ→

D90 隅丸方形 18 Jこつ

粘円形 」一こ-9

円形 19 く-10

D93 円形 16 Iけ-2

D94 楕円形 112 8 I―き-1

隅丸方形 ? H― しヽ-8

ピット名 形態 直径 (cm) 楽さ (cm) 検出位覆

1 隅丸方形 36 24 ―か-2

2 精 円形 ? (32) 卜え-2

3 円形 32 8 え-3

4 円形 38 32 ―え-3

5 円形 24 12 え-3

6 円形 20 ―え嗚

7 楕円形 96 18 き-9

8 円形 24 12 つ-4

9 円形 26 う-4

円形 64 え-2

楕円形 ? ―え-2

方形 18 10 た望

方形 16 10 ―え-3

方形 22 え-3

隅丸方形 20 ―え-3

方形 16 8 え-3

隅丸方形 18 12 え-3

円形 え-3

円形 38 ―え-3

楕 円形 18 え-3

方形 10 え-3

方形 8 え-3

円形 10 え-2

円髭 10 ―う-3

円形 18 う-3

円形 16 12 ―う-3

円形 16 18 う-3

ピット名 形態 直径 (cm) 深 さ(cm) 検出位置

円形 12 卜うお

円形 卜う嗚

隅丸方形 22 卜う嗚

方形 16 14 卜う-3

隅丸方形 卜う■

方 形 卜うお

34 円形 18 卜う嗚

方形 22 卜う嗚

方形 卜うお

楕円形 卜うお

楕円形 14 卜うお

楕円形 42 12 I一 っ-2

40 円形 I― ヤヽ-3

41 円形 卜い嗚

円形 20 卜い-3

方形 22 I― ▼ヽ-3

方形 18 14 I― ヤ`-3

円形 I―い-3

隅メし方形 I― しヽ-3

円形 44 I― しヽ-3

円形 84 16 I一 っ一ユ

円形 108 14 Iあゼ

50 円形 88 Iあ 2

円形 K―こ-3

円形 52 Kけ 4
円形 74 14 K―こ-4

54 円形 12 Iあ -4

C区 ピット観察表 (1)

C区土坑観察表 (2)

ピッ洋名 形 態 直径 (cm) 深 さ (cm) 検出位置

円影 12

FPl丸方形 24 12

57 FTj丸方形 32 16

円形

円形 10

円形 14 8

61 円形

円形

楕円形

円罷 え-8

円形 16 え-9

円形 4 か-9

円形 14 T―か-10

円形 12 T―か-10

方 形 18 J―か-10

70 円形 ? お-10

71 方形 I―き―]

円形 12 1-球 S-10

円形 8 J―お-10

74 円形 54 う-2

円形 24 う-2

方形 18 う-2

77 円形 え-2

円形 え-2

円形 ? (26) え-2

隅丸方形 え-2

円形 12 え-2
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卜奔4 形 熊 直径 (cm) 深 さ (cm) 検出位置

楕円籠 8 Iお -2

円形 I―お-2

方形 8

「
お 2

方形 12 Iお -2

円形 Iお -2

87 円形 14 卜お 2

円形 10 卜おゼ

円形 I― う-2

円形 ? (12) 卜お 〕

円形 卜お 1

円形 卜お-1

隅引方髭 [お 1

円形 Iお -1

方形 8 卜お-1

円形 12 Iお -1

円形 Iお -1

方形 卜お 1

方形 8 卜お 1

方形 6 Iお 1

方形 I― か
-1

102 円形 卜か 1

103 円形 34 卜 か
―
]

104 円形 Iお望

円形 ―き→

円形 ―き-9

円形 18 く-8

円形 10 「―く-8

109 楕 円形 10 J―く-8

方形 12 J― く-8

1 円形 10 」―く-8

隅丸方形 14 1-く -8

円形 6 T― く-8

114 円諺 12 T―く-8

円形 T― く-8

円形 T― く-9

円形 キーけ-9

円形 6 1-1)-8

円形 12 イーサナー8

円形 30 ―け-8

1 円形 30 -1)-8

円形 34 J―イナー8

方 形 14 こ-8

協丸方形 ? 18 J-1ナー8

円形 10 J―け-7

円形 10 6 ―け-7

127 円形 14 T-1サー7

128 円形 T―イナー7

方形 T―け-7

円形 イーこ-7

楕円形 T-1)-7

円形 8 T―イナー7

隅丸方形 T―イナー7

円形 子―け-7

135 方形 24 Tけマ

136 方形 ? (10) J―け-7

隅丸方形 ―こ-7

形 一こ-7

円形 8 ―こ-7

円形 こ-7

楕円形 10 く-8

隅九方形 8 〈-8

方形 12 く-8

円形 20 ←あ望

145 楕円形
「
お乾

円形 [お -2

147 円形 I―お-2

円形 卜お -2

円形 I一か-2

隅女方形 I一か-2

円形 10 卜か-2

隅丸方形 卜か-2

方 形 卜か?
154 方 形 22 I―か-2

円形 I―か-2

156 円形 34 I―か-2

ピット名 形熊 直径 (cm) 深 さ (cm) 検出位置

隅筑方形 I―か-3

円形 I一か-3

円形 ? (22) I― き-3

160 隅丸方形 I― き-3

隅丸方形 16 I―き-3

円形 14 Jあ―]

円形 卜け 1

円形 12 卜け 1

円形 [1' 1

円形 24 ユ K―こ-3

167 円形 と4 K一こ-3

168 方 形 28 K―
`ナ

ー4

169 楕 円形 10 K-1)-4

170 円髭 K―サ)-4

円形 K―こ-4

楕円形 K―こ-4

円形 8 卜あ望

174 円形 K―こ-5

楕円形 K―こ

176 円形 8 K―こ

177 円形 I― Wゝ -4

円形 4 トヤゝ-4

方形 トラヽ-4

円形 1 8 I― �ゝ-4

1 方 形 I―�ヽ-5

円形 I―�ゝ-5

方形

「
う 5

184 方形 卜う 5

185 円形 K―け-2

186 円形 L-1)-10

187 円形 と8 [一か-3

方形 16 10 [おヨ

円形 K― く-1

円形 10 K―く-2

円形 12 K―く-3

円形 6 K―け-3

円形 K―サす-2

194 円形 4 K―イナー2

t95 隅苛方形 14 K―こ-2

6 K-1)-4

円形 K-1)-4

円形 K―こ-2

円形 12 K―こ-2

円形 12 Iあゼ

円形 Iあ -2

方形 ―こ-8

203 方形 12 J―こ-7

204 円形 こ-7

205 方形 ―こ-7

206 方形 ―こ-6

隅丸方形 30 こ-6

208 円形 34 こ-6

209 円形 22 こ-6

隅苛方形 34 こ-6

方形 こ-6

円罷 こ-5

213 円形 こ-5

214 円形 8 T―こ-5

215 方形 24 子こ-5

方形 子―こ-5

円形 14 J―

`ナ

ー6

円形 22 J―け-6

円形 J―け-6

方形 干―イナー5

円形 卜い 2

円形 I― ヤ`→2

円形 I―あ駕

224 円形 24 8 Iあ襦

225 円形 1 卜あお

226 円形 8 卜あ紀

227 円形 卜あ-3

228 円形 Iあ-3

円形 Iあ-3

楕円形 18 6 Iあ 3

円形 卜あ-3

C区 ピット観察表 (2)

ピット名 形態 直径(cm) 深 き(cm) 検 出位置

円形 Iあ-3

円形 I―あ-3

楕円形 I―�ゝ-3

円形 I― しヽ-3

236 欠番

237 円形 [― しヽ-2

238 栴円形 [― �ヽ-2

239 方形 26 [― �ヽ-2

240 隅丸方形 30 I―い-2

241 隅丸方形 8 こ-6

242 方形 T―け-4

隅丸方形 14 T―こ-4

円形 28 6 T一こ-5

円形 42 T―こ-5

円形 28 6 T―こ-5

247 方形 34 子―こ-5

248 隅丸方形 30 H―あ粥

249 隅 ,L方形 H―あお

円形 H―あ縄

円形 12 H―あ-8

方形 H―あ-8

方形 J-1)-5

円形 32 K一こ-1

円形 10 K―こ-1

円形 18 L―こ-10

円形 40 16 L―こ-10

円形 L―こ 10

259 円形 L―こ-10

260 円形 12 L―こ-9

稿円形 12 L― こ-9

隅丸方形 T―あみ-10

円形 Iけ望

円形 I一け-4

円形 I-1)-4

楕円形 I―け-4

円形 卜す)-4

円形 卜1)-4

円形 卜
`す

-3

円形 I-1す -3

円形 I-1)-3

272 円形 併あ望

273 欠番

274 円形 I― しヽ -1

円形 I― しヽ-1

8 I一つ-1

円形 と0 I一つ-1

円形 一っ-10

円形 8 J―え-10

円形 8 J―え-10

円形 8 チーえ-10

円形 8 卜え-10

283 円形 H―あ-10

284 円形 12 ←あ-3

285 円形 22 ←あ-3

286 隅丸方形 G一あ-2

287 円形 14 G―あ-2

288 円形 針あ-2

289 隅丸方形 ← -ゞ2

290 円形 ← -ヽ3

291 円形 8 ← -3

292 円形 12 ∈ 嗚

円形 G―

方形 24 16 G一 も

円形 30 12 G― -ゝ3

円形 26 12 ← ヤヽ-2

円形 32 ← しヽ-2

298 隅丸方形 36 32 併 しヽ-2

299 円形 20 14 G― �`-2

300 円形 G―い-2

円形 40 ←う-2

302 円形 G―う-2

303 円形 G一つ-2

円形 10 G―しゝ-1

円形 10 H―あ-10

G― しヽ-1
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卜名 形態 直径 (cm) 深さ(cm) 検出位置

307 楕円形 H― �ゝ-10

308 円形 H―い-10

309 円形 H―▼ゝ-10

隅丸方形 14 H―ヤヽ-10

補円形 H―ヤヽ-10

円形 し―け-10

円形 K―こ-5

円形 K―こ-5

円形 K―こ-5

隅九方形 Iあお
方形 14 I―あ-5

円形 J―う-10

円形 12 ―え-lo

楕円影 12 ∬一っ-8

円形 Tお-7

円形 34 」おヽ

円形 8 J―おヽ

円形 38 12 丁おヽ

円形 32 8 ―お-6

円形 72 14 ―か-7

円形 72 16 J―か-7

円形 か-7

円形 32 か-7

円形 34 T―か-10

円形 20 4 」一か-9

円髭 んヽ→

333 円形 24 8 H―い→

33路 円形 H―い-9

335 円形 H―い-9

386 楕円形 6 H―�ゝ-9

337 箱円形 14 H―しヽ-9

338 隅丸方形 H―しヽ-9

339 方形 H―い-8

ピット名 能
う 直径 (cm) 深さ(cm) 検出位置

340 方 形 H―あ-9

円形 H―あ-9

楕円形 126 H―あ→

343 円形 H―あ→

欠番

円形 H―あ-9

円形 H―あ 9

円形 H―あ-9

隅丸方形 H―あ-9

隅丸方形 H―あ-10

円形 ―こ-10

円形 J―こ-10

円形 14 Jこ 9
円形 16 こ-10

円形 丁―イナー10

隅丸方形 T-1ナー10

356 円形 84 」1)-9

357 円形 と0 J―け-9

隅丸方形 6 子―サす-10

方形 8 T―イナー10

楕円形 Iけ 1
lfR丸方形 16 I―く-1

円形 21 I―く-1

方形 8 ―き-10

方形 12 〈-10

楕円形 17 」―き-10

866 円形 9 ―き-10

367 方形 ―き-10

368 隅丸方形 17 4 I―く 1

369 lfL丸方形 20 4 ―き-10

370 楕円形 32 8 J―き-10

円形 16 8 I―き-1

372 円形 22 I―き―ユ

C区 ピット観察表 (3)

ピット名 形態 直径 (cm) 深 さ (cm) 検出位置

373 円形 卜き-1

374 円形 8 卜き-1

円形 一き-10

円形 ―き-10

円形 J―き-10

円形 子―こ-9

円貶 6 I―き-1

円形 8 卜き-1

円形 10 H一あ-8

382 円形 H―い-8

383 隅丸方形 12 H―い-8

384 円形 H―い-8

385 円形 H―し‐8

386 方 形 H― ヤゝ-8

円形 6 H―い→

円形 13 H―い→

楕円形 9 H―い-9

円形 % H―い-9

格円形 H―あ-9

楕 円形 12 H―あ→

円形 H―あ→

394 円形 I―〈―]

395 円形 10 I―〈―ユ

a96 円形 ? ―き-10

円形 6 卜き-1

円形 (11) 5 卜き-1

399 方形 8 〈-10

400 円形 ? 14 J―こ-10

円形 44 14 子-1サー9

円形 26 I―き-1

円形 ―き-10

404 円形 H―あ→

405 精 円形 52 H―あ-8
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熊の堂遺跡遺構配置図 (1:400)
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第 Ⅳ章 熊の堂遺跡
第 1節 竪穴住居址
Hl号住居址
遺構は調査区東南のO一 え-6グリッドに位置し、南側の一部は調査区域外となる。また、東側は
床面付近の高さまで削り取られ、住居址内も近年の攪乱に一部破壊されている。調査規模は南北5.4

m、 東西3.6m、 検出面から床面までの深さは最大で12cmを測る。平面形態は調査状況から南北方向

に長軸を持つ隅丸の長方形と考えられる。床面には貼床と考えられる、全体に薄い硬質層が存在する。

地山を平らにする程度で土間状の床面としていたと考えられる。ピットは床面上で4個確認できた。
Pl・ 3・ 4が主柱穴と思われる。炉はP3・ 4間 に存在し、弥生土器の壷底部が敷き詰められ、底面は

熱によって硬質化していた。また、北側 lmに地床炉と思われる焼土・炭化物を含む極暗褐色上が堆
積した円形の窪みが存在した。掘方確認のため、硬質層を除去したが、直下は板状に剥離する軟質な

岩盤となり、床面と掘方との間に明確な埋土は認められない。遺物は弥生土器の壺・甕・高不が出土

した。壺は丸みを持った胴部下部に明瞭な稜を持ち、稜下部からは直線的に底部に至る。奏の表面は

磨耗気味で外面に櫛描波状文を施す。高郭は郭部の破損品で内外面赤色塗彩を施し、口縁部は大きく

外に開く鍔状口縁で突起が認められる。本住居址は、丸みを持つ胴部下半に明瞭な稜を伴う壼及び大

きく開く鍔状口縁を持つ高郭から、弥生時代後期後半と考えられ、遺物は箱清水式としたい。

656 700m
Oln   (1:40)   キm

倒◎

○
？

④醐

Ｏ

の
？

1 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ム粒・ロームフ・リク・軽石含む。
2 極暗褐色土 (75YR2海 )炭化物・焼土少量含む。
3 暗褐色土 (10YR3洛 )黒褐色土と褐色上の混合土。碩質。
4 暗赤褐色土 (2 5YR3/3)熱 を受けやや赤みを帯びる。炉。

＼
＾翠

へ
∩

　

　

　

　

　

∩

Ａ
一

甲 監齢m争

Hl号住居址実測図

ツ   hl◎
客 ＼ ⑨炉

|
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H2号住居址

番号 器 種 器  形 日径 cm 底径cm 器高cm 調  整 文  様 残存率 部位 備   考

1 弥生土器 褻 [167] 57 207
外面口縁～胴部中央付近櫛拙波状文 表面摩耗著しヤ
内面口縁ナデ ミガキ

外面5YR5/6明 赤褐色
Ⅱ区出上

2 弥生土器 聖 [162] 回縁外面櫛lH波状文 内面横ミガキ 口縁破片
外面5YR5/2灰 褐色
Ⅱ区出上

3 弥生上器 一ｍ 79 (24) 外面ハケ日 ミガキ 内画ハケロ 底部～胴部35
外面5YR7/6橙 色
炉出上

孫生土器 高 IIN 内外面赤色塗彩 表面ミガキ 顎状口縁 突起あり 郭部40
内外面25YR4/6赤褐色
試掘出土

Hl号住居址遺物観察表

Hl号住居lI遺物実測図

H2号住居址実測図 (1)

一『
G'

656 500m

(,80)

。と
|

毘ヾ
唖

Ь警札
普
I縣  、ぃ っ。 ど

δ軍か :N(
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1 黒掲色土 (10YR2/3)ロ ーム粒 。炭化物・軽石含む。
2 黒褐色土 (loYR2お )コ ム粒含む。しまりなし。
暗褐色土 (10YR3/4)コ ーム粒含む。しまりなし。

にぶい黄掲色土 (10YR4お )やや砂質。 しまりなし。
暗褐色土 (75YR3p灰 ・焼土少量含む。 しまりなし。
暗赤褐色土 (2 5YR3/3)熱 を受けやや赤みを帯びる。炉。

褐色土 (1儀R4/6)硬質。床。

黒褐色土 (10Y貶海)硬質。床。

H2号 住居址実測図 (2)

遺構は調査区東の O― あ -7グ リッドに位置する。規模は南北5,2m、 東西4,Om、 検出面から床面
までの深さは20cmを測る。平面形は南北に長軸を持つ、やや台形状の長方形である。床面は全体的
に硬質で、薄い貼 り床と思われる硬質層が一面に認められる。ピットは 9個確認でき、 Pl～ 4が主
柱穴である。平面形態は、確認面上では楕円形または円形だが、

10cm程度掘 り下げた下部の掘 り込み形態は全て東西に長軸を持つ

楕円形となる。深さは45cm内外を測る。南壁際のP7・ 8・ 9の平面
形は南北方向に長軸を持つ楕円形で入口に関するピット、 P6の平
面形は円形で貯蔵に関するピットと思われる。炉はPl・ 2の 中間

やや北に位置 し、上部が欠損 した弥生土器の壷の底部から胴下半

付近を埋め込んだ埋設炉である。埋設土器直下と掘方間に堆積 し

た土は熱による焼け込みが認められ、炉の掘方である窪みの壁側

面は赤 く硬質化 していた。住居址の掘方確認のため、硬質層を除

去した結果、床面と掘方の間に明確な埋土は認められなかった。

掘方を平らにする程度で土間状の床として利用 していたと考えら

れる。

遺物は弥生土器の壺・高郭・甕、す り石、紡錘車が出土した。

壷は外面及び口縁内部に赤色塗彩を施し、頚部に櫛描簾状文及び

櫛描横線文を施す。炉に埋設されていた胴部下部は明瞭な稜を持

ち、やや内湾気味に底部に至る。奏は外面櫛描波状文、または櫛

描波状文に頚部櫛描横線文・櫛描簾状文を施すものが存在する。高

H2号住居址遺物実測図 (1)

引ヽ
《側
）
引

悧
引⑥
引

＼
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郭は不部の破損品である。壷の胴下部に明瞭な稜を伴い、やや内湾気味に底部に至る形状から弥生時

代後期後半と考えられ、遺物は箱清水式としたい。

＼
＼

釜
Φ
咆
淑実物迪還址居住号

２Ｈ

ヽ

‐

番号 器 種 i器  ,杉 口径 cm 底径cm 器Hcm 調  整 文  様 残存■ 部位 備  考

殊生七器 空 (226)
外面口縁 胴部櫛lm波】大文 額部欄猟願状文
胴下者[縦 ミガキ 内前ミガキ

タト駈

'75YR7/4に

ぶい橙色
I Ⅱ区出土

2 弥上七 PI 型 外面日縁～胴中央付近細かい櫛描波状文 内面ミガキ
タト面75YR7/4に ぶい袴色
P5出土

3 弥生上洛 空 く79) 日縁タト面櫛補波状文 頚 frlJ櫛精簾状文  内面横ミガキ 日縁 100 外 ll1 7 5YR7/4にぶい橙色

弥■上器 壺 (184) 外面よ部櫛砧簾状文 櫛描横線支 赤色塗彩 内面ヘラナデ 頚音卜～胴部破片
クト面25YR5/6明赤41色
J区 出上

5 弥生上器 壷 (341)
外面頚部櫛拙廉状文 櫛 1ド横線文 赤色塗彩
内面日縁赤色塗彩 ミガキ 胴部ハケナデ

外面25YR5/6り 1赤褐色
皿 ド区出土

6 弥生上器 蓋 外面赤色塗彩 4B下と卜縦ミガキ 内面景1部 底部～lΠ 下部100
外面25YR5/6明 赤鶴色他
炉埋設

孫生土器 壷 タト面摩耗著しい 内面赤色14彩 ハケロ やや摩粍 胴 ド部破片
タト面5YR6/2灰 TJ色
コ区出上

弥生|ヒ洛 高ll (50) 内外而赤色塗彩痕跡 摩耗著しい 壊面接合部突起 l lN部 接合部破片
外面25Y7/2灰 責色
I区出土

番 号 器  種 器  形 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 調  整 文  様 重量 (g) 術  考

9 土製品 紡錘草 51 19 中英に穿孔 径05～06剛  共面ケズリ ナデ

石 器 すり石 67 表面なめらか すり痕か ? 141445

H2号住居址遺物観察表

H3号住居址
遺構は調査区北のO一 あ-8グリッドに位
置し、北側の多くは調査区域外となる。調査

規模は南北2.Om、 東西4.Om、 検出面から床

面までの深さは20cm内外を測る。床面は部

分的に硬質面が残るものの近年の耕作によっ

て凹凸感が著しい。ピット・炉などの施設は

確認できなかった。

H4号住居址

く
|

?m 零 謎押 圭m l暗 褐色土 ●0刊D

H3号 住居址実測図

く
|

コ_ム・軽石含む。

遺構は調査区のO― い-9グリッドに位置し、西側の一部をD21こ破壊される。規模は南北5.5m、

東西3,7m、 検出面から床面までの深さは最大で30cmを測る。平面形態は隅の丸い南北方向に長軸を

持つ長方形である。床面には薄い硬質層が一面に存在し、直下は地山である板状に剥離する軟質の岩

盤となる。ピットは床面上で 9個確認できた。主柱穴はPl～ 4で、深さは65cm内外を測る。平面形

態はやや東西方向に長軸を持つ楕円形である。P5。 91ま貯蔵に、P7・ 81よ入口に関係すると考えられ

る。これらのピットはいずれも地山の岩盤へ掘り込まれている。炉は北側主柱穴のPl'2間に設置さ

れ、床面を僅かに掘り窪めた地床炉である。南際には炉縁石が設置され、焼土
。炭化物を含む極暗褐
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色土が堆積 していた。他の住居址に認められる底面への焼け込みは存在しなかった。住居址の掘方確
認のため、硬質層を除去したが、床面と掘方の間に明確な埋土は認められなかった。地山を平らにす
る程度で土間状の床として利用したと考えられる。

遺物は弥生土器の奏・高不、敲石、すり石が出土した。奏は外面櫛描波状文、または櫛描波状文に

頚部櫛描簾状文を施す。口唇部には刻みが施される。高郭は脚部外面 。みこみ部に赤色塗彩された脚
部破損品で透かし孔の痕跡が認められる。本住居址は脚部に透かし孔の痕跡が認められる高郭の存在
から弥生時代後期後半と考えられ、土器は箱清水式としたい。

ヽ
ぬ

‐
|

656 800m

♀m        (1:40)       Im

1 黒褐色上 (loYR2ん )口 _ム粒・炭化物・軽石含む。
2 暗褐色土 (1鋭R3/3)ローム粒・炭化物・軽石含む。
3 暗褐色上 (loYR3ん )ロ ム・軽石含む。しまりなし。
4 にぶい黄褐色土 (loYR4/3)
コ‐ムやや多い。軽石含む。しまりなし。

5 極暗褐色土 (75Ⅷ磁/3)焼土・炭化物少量含む。
6 褐色土 (loYR4/6)頂質。床。

Ｈ

一

９

『

Ｅ

一
Ｈ
一
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オ
Ｋ
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656 800m

♀m ttω  ぞm
H4号住居址遺構・遺物実測図
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「

 ヽ  垣
6

H4号住居址遺物実測図

H5号住居址

⑤③
08

番号 器 種 器  形 日径cm 底径 cm 器高cm 訥  幣  丈  様 残存率 部位 付   考

弥上上器 4 (207)
外面日縁からは同L青卜櫛柑波状文 】同下青L縦 ミガキ
内面横ナデ ミガキ ロ唇部亥1日

外面75YR7/4に ぶい怜色
Ⅳ区出土

弥生土器 整 [190] (121) 口唇部刻日 外面日縁～1同都櫛拙波状文 ■/14部櫛拙廉状文 日縁～ ll‖
`破

片
75YR4/2灰 褐色十し
I Ⅲ区出土

3 殊生上 PiI IE [162] 日縁外面櫛描波状文 頚部櫛精簾状文  内面ハケナデ 税ミガキ 日縁破片
外mi7 5YR6/4に ぶい橙色
Ⅲ区出上

4 弥生上器 嵩郎 jH部外面 舅ミ部みこみ部赤色塗彩 ミガキ 捌〕部内面ヘラナデ 脚部破片
タト面10R4/6晴 赤色
皿 Ⅳ区出 L

番号 器  純 PI 形 最大長 (cm) 最大 lu(cD) 脱大厚 (cm) 調  雅 文  FFt 竜 IIII(質 ) ,,  考

5 石 器 敲 石 119 6 先瑞に敲手〕戻 表監i一止iに窪み 56431

6 石 器 すり石 27 k酌州キらか 31219 Ⅱ区出上

石 器 すり石 61 42 表而i性 らか 21219 Ⅳ区出士

8 石 器 すり石 農面滑 らか 3976 Ⅳ区Jl土

H4号住居址遺物観察表

J              」'

以

656 700m

鮎
H5号住居址実測図 (1)

-61-

(● 80)  坤



|口   al

656 700m           6
qn       (1:40)       士m

H5号住居址実測図 (2)

遺構は調査区のO― う-10グ リッドに位置する。規模は南北6.2m、 東西4.2m、 確認面から床面ま
での深さは最大40cmを 測る。平面形態はやや隅丸の南北方向に長軸を持つ長方形である。床面は全

体的に薄い硬質層が存在し、直下は地山の板状に剥離する軟質な岩盤層となる。東壁際には浅い壁溝

が掘りこまれている。ピットは硬質層上で 7個確認できた。主柱穴はPl～4で、確認面での平面形態
は楕円形、円形を呈するが掘り込み形態は全て東西に長軸を持つ楕円形である。 P6・ 7は入口に、P
5は貯蔵に関するピットと考えられる。炉は北側主柱穴 Pl・ 2の中間からやや北に寄った位置で確認

された。炉には上部の大半を欠損した大型の壷底部付近を、床に掘り込んだ窪みに埋設し、壺の南脇

に炉縁石が設置されている。炉の掘方と壷の間には焼土化した暗赤掲色土が堆積し、掘方である窪み

の側面壁は赤く焼土化し、硬質であった。床面全合に薄く存在する硬質層除去後、地山の岩盤上から

小ピット2個、南西コーナーから1個のピット及び北壁沿いから窪み状の土坑 2基を新たに確認した。
住居llLの掘方確認のため、硬質層を除去したが、床面と掘方の間に明確な埋土は認められなかった。

掘方を平らにする程度で土間状の床として利用したと考えられる。

遺物は、南東コーナー付近の床直上から形状の残る弥生土器の奏等が出上した。本住唇址の時期は

弥生時代後期と考えられる。

H5号住居址遺物実測図 (1)

1

2

3

4

暗褐色上 (10YR3/3)ロ ーム・炭化物・軽石含む。    7 暗赤褐色土 (2 5YR3/4)
暗掲色土 (10YR3/4)ロ ム・炭化物・軽石含む。     焼土化。やや砂質。炉。
暗褐色土 (1働R3μ )ローム・軽石含む。 しまりなし。  8 黒褐色土 (5Ⅵ睦/2)焼上含む。硬質。
にぶい黄掲色土 (10YR4/3)           9 褐色上 (10YR4/6)床面。碩質。
口払・軽石やや多く含む。              lo 黒褐色土 (10YR2つ )

にぶい黄褐色土 (10VR4ん )             口_ム・軽石含む。硬質。六。

やや砂質。しまりなし。               H 黒褐色土 (10ゝ地 の)

暗掲色土 (75YR3/3)炭 化物・灰少量含む。炉。    ローム・軽石含む。しまりなし。

二 、 =■ ■
~
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H5号住居址遺物実測図 (2)

番号 器 種 器 形 口径cm 底径 cm 器高cm 調  整 文  様 残存率 部位 備  考

1 弥生土器 馳
口唇部刻日 外面日縁～胴部中央櫛描斜線文の組み合わせによる羽状文
類都櫛猫殺線文 胴下部縦 ミガキ 内面積 ミガキ

外面10YR7/4にぶい黄橙色

2 弥生土器 艶 16
外面口縁横ナデ ロ縁下部から胴郡櫛描波状文 胴下部縦 ミガキ
内面積ナデ

外面5YR7/4に ぶい橙色

3 弥生土器 整 19B 外面口縁～胴者卜中央抑描波】大文 胴下部縦 ミガキ 内面積ミブキ
'卜

面5YR5/3に ぶい赤褐色他

弥生土器 疑 176 外面日縁～胴中央44補波状文 1同 下部縦 ミガキ 内面ミガキ 外面25YR「D/41こぶい赤褐色

5 林生上器 斑 51 15
外面櫛描斜線文の組み合わせによる羽状文 額部櫛描横線文
胴下部縦ミガキ 内面ミガキ

71・面75YR7れ にぶい橙色
肛 V区出上

弥生上器 型 183
外面日縁櫛拙波状文 胴部櫛摘斜線文 頚部櫛描簾】大文
内面IJlミ ガキ

日縁～胴上部 外面75YR6/41こ ぶい橙色

H5号住居址遺物観察表 (1)
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器 種 Pr 形 「 ,径 cm 氏径cm

勤引i■器 艶 (105)
外 |“ 口縁 胴‖

`櫛

柑波状文 領刊
`櫛

柑朧状文
内�「Ilミ ガキ N08と 同-1同 体の可能性あり ,縁～1同 上部 外市F10YR7/4に ぶいI橙也

8 弥生 ヒ器 型
′卜m削 IJ‖

`櫛

抽波】天文 ド‖
`縦

ミガキ 内hFミ ガキ
W07と 同一lA体のFげ能‖■あり 氏謝

`～

肺]‖
`破

ナI 外れF10YR7/4に ぶいA怜色

弥 1=「 器 尭 ′卜山l■ 船斜ItR文 肺〕ド‖
`縦

ミガキ痰FllNあ り '4耗常しヽ

10 弥JittPI 243 外山Fh友  ‖1部 ミガキ 」l‖
`櫛

ll艇状文 櫛村根II文
全体に昨It著 しい 日縁 70欠択 外hi7 5YR7/4に ぶい精色

11 休生土器 創ミ 16 Å夕H“赤色盗彩 H縁部―力所片Hあ り
/Nlタト面10R3/6暗 赤色

琳4i■ 器 鉢 31 Å外 ll赤 色4彩 外面摩耗著しヤ

13 」
71生
土器 小型聖 34 J(■

`櫛

f市 41t線文 肺J都ヘラ洲推 外面75YR7/6雄 色
Ⅳえ出上

殊′LI器 格
み

ね強僑
勺外 miミ ガキ やや摩 lt つまみ部径4m口 の穿孔 ′卜血125YR6/6情 色

口Xtll r

15 弥4ittFf 142 (162) ′卜lT縦 ミガキ 内

“

「ハケナデ 成都～ lllド 部
アト山75Y R3/3茂 貢,也
,iJJ:光

訓  推 文  様 ■ii(々 ) 術  考

16

'と

石製辞 すり石 84 53 全体にす り狼 15Y8/2灰 に色

17 軽石興肌 すり石 92 仝体にすり狼 Z5Y8/2灰 1司 色
ⅣX出上

石 器 すり■i 企14Nにすり痰 lu面 に往み条のすり爽 編み物石に使用1か ? 27005 5Y6/1灰 也
P51hJ:

19 石器 すり石敲石 72 長珀I先端部に散打戻 正面 裏hiに すり衷 30605
25Y6/1貰 灰色

石器 すり石 敲石 長Ⅲ先端部に徹サ]痕  正面 喪面にすり収 ,Y7/1味 日色
P21と I上

21 石器 すり 磨石 67 1 全体に滑らか 8717
10Y5/1灰 色
H FX出上

石Fr 識 / 138 49 長莉1先端部にl lt才 ]衷 側 I「 ―部刹Hl 24557 N5/1オ リーブ灰色
刊ア出「

石 器 敵 石 (13) 片側欠損 長ll先端から片叡1側 面iにかけて肢拘表 10YR7/2に バい黄怜色
Ⅳ区よ|十

H5号住居址遺物観察表 (2)

H6号住居址
口

|

＾
Ｅ

へ
〓

国
|

ヽ
Ｌ

ヽ
Ｏ

01

彎
け

劇

ば
一

Ｐ
　
Ｐ‐（望（口》
Ｐ３

Ｃ
一

)P4  口1静
むヽ
虫  憑巨》炉 ◎ ○

OP (1:80)2m

H6号住居址実測図

I 黒褐色土 (7 5YR3/1)表 上 (耕作土)。
1 暗褐色土 (10YR3洛 )口‐ム粒・炭化物・軽石含む。
2 黒褐色土 (10Ⅵ睦β)ローム粒・炭化物・軽石含む。
3 黒褐色土 (10YR2/2)やや硬質。床上層。
4 暗褐色土 (10Ⅷ餡/3)ローム・軽石含む。しまりなし。
5 褐色土 (10YR守 4)ロ ムフれック含む。
6 黒掲色土 (10YR2混 )口‐ム粒・軽石少量含む。
7 黒掲色土 (10YR2お )ロ ム粒・軽石少量含む。
8 黒褐色土 (7 5YR2虚)炭化物・灰含む。炉。
9 極暗赤褐色土 ●Ⅵつ海)焼土・ローム含む。

遺構は調査区南のN― か-1グ リッドに位置し、南側は調査区域外となる。調査規模は南北2.4m、
東西4.2m、 確認面からの床面までの深さは40cm、 表土から床面までの深さは60cmを測る。平面形態
は調査範囲から、やや隅丸の方形又は長方形と考えられる。床面には薄い貼 り床と思われる硬質層が
一面に存在し、直下は板状に剥離する軟質な岩盤となる。ピットは床面と思われる硬質層上面で5個
確認できた。 Pl・ 2が主柱穴である。平面形態は確認面上で楕円又は円形を呈するが、掘り込み形態
は全て東西方向に長軸を持つ楕円形となる。 P5は位置的に棟持柱の可能性が考えられる。ピットは
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いずれも軟質な岩盤層に掘 り込まれている。炉は Pl・ 2の中間から僅かに北に寄った位置で確認され

た。炉には上部の大半を欠損した大型壺の底部周辺を、床面に掘 り込んだ窪みに埋設していた。炉と

窪みの僅かな隙間には焼土化した極暗赤褐色土が堆積し、炉の掘方である窪み側面壁の一部は熱によ

り焼土化し、硬質であった。住居址の掘方確認のため薄い硬質層を除去した結果、床面と掘方の間に

明確な埋土は認められなかった。掘方を平らにする程度で土間状の床として利用していたと考えられ

る。また、壁際に小ピット 、
2個が確認できた。

遺物は弥生土器の壷・甕

紡錘車、敲石、すり石が出

土したが、炉に使用された

壷底部以外は小破片が大半

を占める。壷底部は大型で

残存部の最大径は45cmを

超える。胴下部には明瞭な

稜を持ち、稜から底部に向

かってやや内湾気味である。

本住居址の時期は、胴下部

に明瞭な稜を持つ壷から弥

生時代後期後半と考えられ、

土器は箱清水式としたい。
、の魁℃①⑤

~

④
5 (三

⊃
4圧 ⊃ 3

H6号住居址遺物実測図

帝号 器  種 71 形 日径cm IItttc阻 PTttcm Jl 整 文  fjt 残存率 剤
`位

備  考

1 弥生土器 外面 lFl郡赤色進彩  lrlド 都ミガキ 内面ハケロ ナデ 戊部～胴下割
`

アト面5YR7/4に ぶい橙色

2 殊 rに上器 発 (54) 外面 ll都櫛‖波状文 胴下都縦 ミガキ 内面ミガキ 底剤
`～

胴下部 タト面5YR7/4に ぶい粧色

HJ l 器 fr 器 形 最大長 (cm) 最大幅 (c皿 ) 最大厚 (cm) 謝  雅 文  様 重すと (寛 ) 備  考

3 土製品 紡鉦Hl (52) (29) 15 中央にイモ06cmの穿孔 外面赤色塗彩 (2091) 1/2欠 損

4 石器 敲石 137 3 上 ド端に取打痕 共面 JEら か 34065 七端部一方献打による欠領か ?

5 石器 すり石 64 33 表面滑 らカ 13955

H6号住居址遺物観察表

H7号住居址
遺構は調査区南西のN一 か -3グ リッドに位置 し、南側は調査区域外 となる。調査規模は南北
3.Om、 東西3.9m、 検出面から床面までの深さ20cm、 表土からの深さ44cmを測る。平面形態は調査

範囲から、やや角のとれた方形又は長方形と考えられる。床面には硬質面が存在し、ピット5個が確

認でき、北 。東壁の一部に浅い壁溝が掘 り込まれている。主柱穴はPl'2で、平面形態は東西に長軸
を持つ楕円形を呈している。 P41ま位置的に棟持柱の可能性が考えられる。炉はPl・ 2の 間で確認で

きた。炉には上部の大半を欠損した大型の壷周辺の破片を、床面に掘り込んだ窪みに重ねるように埋

設し、直下に扁平楕円形の河原石 2個が重ねられ、壺南側には炉縁石が据え置かれていた。壷内部の

覆土には焼土・灰を含む暗褐色土が堆積していた。

床面上での調査終了後、床面の除去作業を実施した結果、本住居址直下に、一回り小型の住居址床

面及び付随するピット・炉が確認できた。調査規模は壁高5cm内外の段差から南北2.Om、 東西3.2m

が計測できた。ピットは3個確認でき、P5。 6が主柱穴である。上層住居址のやや内側に掘り込まれ、

平面形態は東西方向に長軸を持つ楕円形を呈する。炉はP5の南側50cmに設置され、掘り込まれた径

30cm、 深さ12cmの窪み周囲に土器片が貼り付けられていた。また、 P5・ 6の中間のやや南側床面上

に焼け込みによる焼土が確認できた。

本住居址は下層で発見された住居址と同一個所に、規模を拡大した住居址が拡張または新たに建築

されたと考えられる。

-65-



遺物は上層住居址から弥生土器の奏・壺・鉢、下層住居址から甕が出土した。奏は外面櫛描波状文、

または外面櫛描波状文に頚部櫛描簾状文を施す。鉢は上層炉跡からの出上で内外面赤色塗彩され、口

縁端部が僅かに内湾する。上層炉に使用された壺はやや大型で胴下部に明瞭な稜を持ち、稜から底部

に向かって直線的に至る。稜から上の外面には赤色塗彩が施される。下層の住居址からは上層とほぼ

同様の特徴を持つ甕の破片が出上している。本住居址は、胴下部に明瞭な稜を伴う壷の存在から弥生

時代後期後半と考えられ、土器は箱清水式としたい。

¢

Щ

;握
⑩詢

r.|

656 800m
(● 40)

I 黒褐色土 (7 5YR3/1)表 土 (耕作土)。
1 黒褐色上 (10YR2/2)ロ ーム・軽石少量含む。
2 黒褐色土 (10YR2/3)ロ ーム・軽石含む。
3 暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム・軽石やや多く含む。
暗褐色土 (75Ⅵ皓/3)焼土・灰含む。

黒色土 (7党駅グ1)ローム・軽石含む。

黒褐色土 (10YR2/3)ロ ーム・軽石含む。

黒褐色土 (10Ⅵ越/3)コーム粒・軽石含む。

黒褐色土 (10YR3/2)コ ームやや多く、軽石含む。

黒褐色土 (10YR2/3)コ ーム・軽石含む。やや榎質 (上層住居の床 )。

黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム・軽石やや多く含む。

黒色土 (10YR2/1)コ ーム・軽石含む。

暗褐色土 (10YR3お )ロームガリク多く含む。

暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム多く含む。しまりなし。

黒褐色土 (5YR2/2)焼上・灰含む。

極暗赤褐色土 (5YW/3)焼 土・コーム含む。
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H7号住居址実測図
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H7号住居址遺物実測図

番号 器 種 器 形 口径cm 底径cm 器高cm 調  整 文  様 残存率 者卜位 備  考

弥生土器 霊 [146] 卜面櫛枯波状文 内面口縁横 ミガキ 胴部縦ミガキ 口縁～胴部破片
外面25YR5/6明 赤網色
P3出 上

2 弥生土器
'卜

面口縁櫛描波状文 額部櫛描簾状文 胴都剥離内面横ナデ  ミガキ 口縁～胴部破片
外面5YR6窪にぶい橙色
P3出 七他

3 弥生土器 整 外面櫛描波状文 頚部櫛嶺簾状文 内面ナデ 額都破片
外面5YR5/2灰 褐色
下屑住居炉出土

弥生土器 休 4 乃外面赤色塗彩
外面10R3/6Π音赤色
炉出土

5 弥生土器 一霊 (154) 外面 ミガキ 内面ハケロ 戊部～胴郡
タト面75YR6/6橙 色
炉出上

6 弥生上器 一電 外面赤色塗彩 預部櫛描熊状文 櫛描横線文 内面ハケロ 顔部～胴部
タト面25YR5/6明 赤褐色
炉出土

H7号住居址遺物観察表
H8号住居址
遺構は調査区N― え-2グ リッドに位置し、部分的に大きく近年の攪乱に破壊されている。規模は
南北6.8m、 東西4.8m、 確認面から床面までの深さは最大36cmを測る。平面形態は、南北方向に長軸

を持つ、やや隅丸の長方形である。床面には貼床と思われる薄い硬質層が一面に存在し、直下は板状

に剥離する軟質岩盤層となる。ピットは床面と思われる硬質層上面で15個確認できた。 Pl・ 2・ 3が

主柱穴で平面形態は東西方向に長軸を持つ精円形を呈する。平面形態が南北方向に長軸を持つ楕円形

を呈する南壁際のP12・ 13は入 り口に、 P12脇の円形ピットは貯蔵に関すると考えられる。炉は主柱

穴である北側のPl。 2の 中間に位置する。炉には上部の大半を欠損した大型の壷底部を、床に掘 り込

んだ窪みに埋設していた。壺と窪み底部との隙間には焼土・灰を主体とした赤黒色上が堆積し、炉の

掘方である窪み側面壁の一部に焼け込みが認められた。住居址堀方確認のため、薄い硬質層を除去し

た結果、床面と堀方との間に明確な埋土は認められなかった。堀方を平らにする程度で土間状の床と

して利用していたと考えられる。
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遺物は弥生土器の壷・甕・高イ・鉢、敲石、す り石が出上した。壷は外面赤色塗彩の破片が多数を

占め、上部を欠損 した底部は埋設炉に転用されている。甕は外面櫛描斜線文を羽状に配し頚部に櫛描
簾状文を施すものと、外面櫛描波状文のみを施すもの、外面櫛描波状文及び頚部櫛描簾状文を施す小
型品が存在する。高郭は破片資料で、郭部口縁は大きく外に開く鍔状口縁で内外面赤色塗彩を施す。

鉢は平らな底部から逆ハの字状に開き口縁付近で僅かに内湾し、内外面赤色塗彩を施す。

本住居址は、赤色塗彩された壷・鉢、外面櫛描波状文と櫛描簾状文を組み合わせた奏の施文方法か

ら弥生時代後期と考えられ、土器は箱清水式としたい。

へ
〇

〇
|

×

ミ ーー

S(ヾ

1 黒褐色土 (10YR2/3)
ローム・軽石・炭化物含む。

2 黒掲色土 (10YR2 3)
ロム・軽石含む。

3 褐色上 (10YR4/4)
ローム主体。しまりなし。

4 暗褐色土 (loYR3μ )
ロム多く、軽石含む。

5 暗掲色土 (10YR3/4)
ロムやや多く、軽石含む。

6 掲色上 (10YR年4)
ロム主体。

7 黒褐色土 (10YR2β )
やや日―ム多く軽石含む。

8 暗掲色上 (10YR3/4)
ややコーム多く含む。

9 黒褐色土 (5YR〃 1)
焼土・灰含む。炉。

10 赤黒色上 (25YR"1)

焼土・灰含む。

11 褐色土 (loYR守 6)

地山基盤層。硬質。

12 黒褐色土 (10YR273)
ロム・軽石含む。
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H8号住居址実測図
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H8号住居址遺物実測図

番号 器 種 器  形 口径 cn 底径cm 器高cm 調  整 文  様 残存率 部位 備  考

1 弥生土器 甕 (133)
口唇部縄 日 外面口縁傾斜の緩い櫛描斜線文 胴部lrp猫斜線文
頚部櫛描簾状文  内面口縁横ミガキ 胴部ナデ 口縁～胴部破片

外面75YR7/6橙色
I区 Ⅳ区出土

2 弥生土器 甕 (293)
同部外面櫛描斜線文による羽状文 胴下部斜め 縦 ミガキ
丸面ナデ

胴部破片
外面75YR6/6橙色
I Ⅱ Ⅳ区出土

〕 弥生土器 霊 (125) 外面櫛描波状文 胴下部縦 ミガキ 表面一部剥離摩耗 内面ナデ 日縁～胴都破片
外面5YR7//4に ぶい橙色
I区出土

4 株生土器 菱 外面櫛構波状文 ■XF部櫛描簾状文 内面ナデ ミガキ 口縁～胴部破片
外面10YR7れ にぶい黄橙色
Ⅳ区出上

5 弥生土器 羹 [■ 7] (37) 外面櫛描波状文 内面横 ミガキ 回縁破片
外面75YR6/4に ぶい橙色
コ区出土

H8号住居址遺物観察表 (1)
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番 号 器 種 器  形 日径 cm llkttcm 器高cm 調  整 文  様 残存率 部位 備   考

6 弥■上Pi 艶 (74) H唇刻日 日縁櫛拙刹線文 頚那櫛‖i簾状文 内面ナデ 口縁rt片
タト破「75YR6/6橙色
炉 Ⅳ IX出上

7 弥 4LJ:器 深 鉢 (11) 内外面赤色塗彩 日縁～】阿郡破 h
外而25YR5/6明赤褐色
I区出上

8 弥4L上器 鉢 内外 hf赤 色塗彩
外面25YR4/8赤褐色
Ⅲ IX出土

9 弥■上器 鉢 (73) 勺外面赤色塗彩
クト面25YR4/8赤褐色
Ⅱ区出土

弥JittPI llイ 勺タト面赤色盗彩 鍔状口縁 イ・.日縁破片
クト面10YR5/8赤 色
IIl区出土

殊■土器 壷 (111) アトrH縦 ミガキややr粍 内面剤離普し 底部～胴下部
′卜面75YR8/4i完黄橙色他
干F」 HI I与

群号 器 種 器  形 賊人長 (c皿 ) 最大厚 (cm) 重量 (g) 備  考

石 器 すり石 75 27 全体に滑らカ 16806 Ⅳ区出土

石 器 すり 敲石 27 正麦にす り面 側面に識孝1痕 34275 rlJ区 出土

石 器 � 石 (28〉 先iltに敲ll衷  片側欠預 (10619) IV区 出土

石 器 妊石製すり石 缶体にす り袖∫あ り Ⅲ区出土

坊(石 55 tr赤色に白色が結ふり肉状に混入する原石 89616 W区 出土

H8号住居址遺物観察表 (2)
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656 700m
(● 40)

暗褐色土 (7 5YR3お )ローム・軽石やや多く含む。

黒褐色土 (10YR2泡 )コーム・軽石・炭化物含む。

黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム・軽石・炭化物やや多く合む。

黒褐色土 (10Чq睦お)ローム・軽石含む。しまりなし。

褐色土 (7 5YR4μ )ロー去主体。 しまりなし。
暗褐色上 (7覺R3μ )ロームやや多い。しまりなし。

黒褐色土 (5Ⅵ睦/2)焼土・灰含む。炉。

黒褐色土 (5Ⅵ鬱/1)焼土・灰含む。炉。

赤黒色上 (25Ⅷ貶/1)焼土・炭化物・灰含む。

褐色土 (101t/R4/6)硬 質。床面。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ｊ
一

遺構は調査区西のN― お-4グリッドに位置す
る。規模は南北5.4m、 東西4.Om、 確認面から床

面までの深さは20cmを 測る。平面形態は隅丸で

南北方向に長軸を持つ長方形である。床面には貼

床と思われる薄い硬質層が一面に存在し、直下は

板状に剥離する軟質な岩盤となる。ピットは床面

上で15個確認できた。主柱穴はPl～4である。平

面形態は東西方向に長軸を持つ楕円形で、深さは

いずれも50cm内外を測る。 P ll・ 12・ 13・ 15は

壁柱穴、 P8・ 9は入口に関係するピットと考えら

れる。ピットは全て岩盤層に掘 り込まれている。

炉はPl・ 2の中間からやや北に寄った位置で確認

された。炉には、床面から掘 り込まれた窪みの側

面及び底面に土器片が貝占りつけられ、炉の南脇に

］以 叩 監器m2m

H9号住居址実測図
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小型の炉縁石が据え置かれていた。土器片と窪みの堀方間には焼土・灰主体の赤黒色土が堆積し、窪
みの側面壁には赤い焼け込みが認められた。また、 Plの南に存在するP7も 、床面を掘り窪めた地床
炉と考えられた。本住居址は基盤層である軟質な岩盤上に僅かな硬質層が認められるだけで、床面構

築に伴う埋土は認められなかった。

遺物は弥生土器の奏・鉢・壼・蓋、土製品、敲石、すり石が出土した。奏は外面櫛描波状文に頚部

櫛描簾状文を施した器高18cm内外の小型の甕が多数を占め中型品も認められる他、外面櫛描斜線文
を羽状に配し、頚部櫛描簾状文を施すものが存在する。鉢は逆ハの字状で口縁僅かに内湾し内タト面赤
色塗彩のもの、体部が和太鼓状に立ちあがり口縁部に並んだ穿孔 2口を有し、外面と内面上部に赤色
塗彩を施すもの、湯のみ状で胎上が粗雑なものが存在する。蓋は上部の破損品で中央に穿孔を有する。

本住居址は外面櫛描波状文と櫛描簾状文を組み合わせた甕が主体であること、内外面赤色塗彩され
た鉢の存在から弥生時代後期と考えられ、土器は箱清水式としたい。

訓  整 文  I・ t 残存率 帝L位 備   ≧

1 弥生上器 型 143 吊〒幹躍聖堺肇
】大
秀面
l権
す撃
JⅢぐ瞥華ゃ零甦鍵

拙
結輪子デ ミガキ

′卜面10YR7/21こ ぶい責橙色他
Ⅳ区出■

2 弥■上器 型 134 外面上半櫛描波1大文 胴 ド‖t縦 ミガキ 〕Å面横ミガキ 外面10YR7/3に ぶい責橙色他
Ⅲズ出 |

3 弥■土器 型 6 待拌早騒聖勢準
状
要面盤尭
半
円薔告撥経雰攣

FI摘
學挙|ミガキ タト画10YR7/31こ ぶい貢Ftr色 他

Ⅲ■出土

弥上十器 艶 吊竿酔雑ヾガ筆
血
異滞甲零鋒栓
文
内保古態綱ぐ券幹

文
胴郁ナデミガキ

タト面75YR6/4に ぶい0色他
rII ttl七 十

5 弥上土器 塾 116 68 待甲累離聖堺準
状
秀in鯉昔券聟ll波状文 す1部櫛猫艇状文 '1面

75YR6/4に ぶい精色他
VF出 十

6 弥生土器 艶
裟召早ギ樫能

波
橋苦批廻券輩

櫛拙波状文 頚郡櫛拙無状文 H縁～lTl部破片 アドXH7 5YR5/41こ ぶ
い褐色

Ⅲ区出上

弥生上器 艶

'卜

面日辺櫛枯波状文 】I]t半 櫛 ln波状文 豪訂,櫛柑簾状文 日縁 ～胴剤

`破

片
クト商75YR5/6明 ltJ色
Ⅲ区出土

8 弥上i器 斐 タト面斜めミガキ 内面ナデ 底部～
】同
~ド
吉【lllkキロ辞1

外面75YR7/3に ぶい橙色他

9 株生土器 艶
号繹普糾森 ミ写¥ I・

l部上Hlttll波状文 預部櫛拙旋状文
日縁 100～ 胴部

タト直「75YR7/41こ ぶヤ`使色
炉出上

弥生上朴 発 (56) 勺儒丑盆横ぐ騨軍
辺
禦筈筆幹蓬lt 
部櫛描願状文

「」辺破片
外血5YR52に ぶい赤褐色
炉出土

殊生土器 発
待留写娑 

胴上半櫛柑波状文 豪部欄枯llk状文 胴下郡縦ミガキ
頚部～胴部破片

タト面5YR5/4に ぶい赤褐色
炉曲十

J/1ヽ 生 _に器 斑 外面櫛拙刹線文による羽状文 内面チデ IFl部破片
外画75Y黒 5/3にぶい約色 1也
炉出上

弥生土器 鉢 [92] 外面赤色塗彩 内面上部赤色塗彩 日縁に並列する穿孔 2日 あり 日縁～胴部破片
'卜

向25YR3/6明 赤褐色
皿区 グリッ ド出土

14 弥生上器 鉢 (46) 内外面摩耗著し 外面5YR5/2灰 褐色
Ⅱ Ⅲ Ⅳ区巴■

15 内外 Irtl赤色塗彩

16 弥生土器 薔
つまみ笙

釣０６
(22) つまみ部ヘラ訓整 つまみ 卜面25YR5/41こ ぶい赤褐色

17 土製品 上製円盤 径34～ 38 厚さ05 整‖Π部破片転用 外面櫛ll波状文 ミガキ 胴都破片
外面75YR6/4に ぶい澄色
Ⅳ FX劇1+

上製品 紡挺車 径51 穿孔径06 厚さ14 表面ミガキ 中央部穿孔 夭商10YR7/4に ぶい気橙色
I区出土

縄文土器 深 鉢 表面沈繰支 破片
75YR6/6橙 色他
Ш区出十 湿入損物

弥生上器 [163] 踏黒霧蒲詫猥琵酔淳
υ
蘇齋紹矮斐∵後
表面tth耗気味 25YR5/6明 赤褐色他

Π ttP5‖十
大幅 (cm) 最大厚 (cm)

21 石器 2279 炉出土

すり石 124 75

H9号住居址遺物観察表

H10号住居址
遺構は調査区北西のN― う-6グ リッドに位置し、西側の一部は道路によって破壊されている。調
査規模は、南北4.8m、 東西6.8m、 確認面から床面までの深さは最大15cmを 測る。平面形態は調査状
況から、やや隅の九い東西方向に長軸を持つ長方形と考えられる。本追跡中、唯一東西方向に長軸を

持つ住居址である。床面は硬質面を持つが、攪乱が床面まで達している個所が多く、凹凸感が著しい。
南壁及び北壁の一部に浅い壁溝が認められた。ピットは10個確認できPl～3が主柱穴である。平面形
態は南北方向に長軸を持つ楕円形である。平面形態が楕円を呈するP5・ 71よ入口に関係するピット、
P5の北脇の平面形態が円形を呈するP4は貯蔵に関係すると考えられる。炉はP2と 3の中間に設置さ
れ、西側の一部は攪乱に破壊されていた。床面を僅かに掘り窪め、底周辺に土器片を敷き詰めた土器
敷炉である。

遺物は弥生土器の壺・奏・甑・鉢・高郭、敲石、すり石が出上した。壼は外面赤色塗彩され頚部に

櫛描簾状文を施す。奏は小型で外面櫛描波状支と頚部に櫛描簾状文を施すもの、外面櫛描斜線文で頚
部に櫛描横線文を施すものが認められる。鉢は底部から逆ハの字状に広めに開き、口縁端部が僅かに
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内湾する。内外面には赤色塗彩を施し、口縁部に 2個の穿孔を持つものが認められる。甑は口縁に片

口を有する鉢に焼成後底部穿孔を施した転用甑と考えられる。高郭は必部の破損品で、内外面赤色塗

彩された深みのある形状で口縁部は内湾気味である。本住居址の時期は開き気味の鉢から弥生時代後

期後半と考えられ、遺物は箱清水式としたい。

単▽中一以
656 600m
(● 80)

656 600m

♀P Q望 の 甲
κ
ヽ

＝
Λ

1 黒褐色土 (10Ⅵ睦お)口‐ム・軽石・炭化物含む。
2 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム・軽石・炭化物含むc
3 黒褐色上 (10Ⅵ睦/3)ローム・軽石含む。
4 褐色土 (10YR4/4)口 執主体。しまりなし。
5 黒褐色土 (5YR2/1)灰 ・焼土含む。
6 黒褐色上 (10Ⅵ睦/2)口‐ム・軽石含む。
7 暗掲色土 (1働R3/3)コ ーム多い。軽石含む。
8 黒褐色土 (5YR2/2)焼土 。灰含む。

H10号住居址遺構・遺物実測図

髯

ト
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11

H10号住居址遺物実測図

第2節 溝跡
遺構は調査区北のO― あ -10か らN― え-7グリッドにかけて確認された。調査規模は長さ33m、
検出面上での幅1.6m～ 2.2m、 底幅40cm～90cmを 測る。掘 り込み形態はやや角度のついたすり鉢状
を呈する。溝の下層付近からは弥生土器が数多く出土した。

遺物は弥生土器の壷・奏・鉢・高郭が出上した。壺は口縁部の内外面が赤色塗彩された単純口縁及
び3段の櫛描簾状文を持つ頚部破片が認められた。また、底部から大きく開く皿状の形状となった壺
の底部も存在する。壺の破損品を鉢として転用していた可能性も窺える。奏は小型で外面櫛描波状文
に頚部櫛描簾状文を施す。鉢は内外面赤色塗彩を施し、口縁内湾気味である。

本溝跡は出土した鉢がH7号出上の鉢と形状が同一であること及び他の出土遺物の特徴が住居址出
上の遺物と同一であることから、周辺に存在する住居址と同時期に存在していたと考えられ、弥生時

代後期後半としたい。

10

∩
隅
膠
⑭

番号 器 種 器  形 口径 ca 底径 cm Zittcm 調  整 文  様 残存率 部位 備   考

J 弥生土器 甑 159 74
内外面赤色塗彩 嵐部中央に径1 lcnの穿孔あり 日縁 1箇所片日
鉢から転用の甑か ? 内外面10R3μ l旨赤色

2 功ヽ生七器 鉢 5 64 内外面赤色盗彩 口緑部黒色気味 内外面10R4/6赤 色
Ⅳ区出土

3 弥生土器 外 146 内外面赤色塗彩 やや摩耗 日縁部に並列する穿孔 2回 あり Al外血5YR5/3に ぶい赤褐色他

4 弥生土器 高j・

f (86) 脚部欠損 郭苦h内外面赤色4彩 14N部25
内外面10R4/6赤 色
Ⅱ匡出上

5 弥生土器 聖 (104) 外面日辺 胴上部4T猫波状文 額部櫛Im簾状文  内面横 ミガキ 外面5YR4/3に ぶい赤褐色
Ⅳ区出土

6 弥生土器 整 外面口辺積櫛描文 胴部櫛描斜線文 ■XR部櫛描横線文 内面積 ミガキ 日縁～】Π工黙破片 外面5YR6/6橙 色I Ⅱ区出土

弥生土器 一節 (9)
外面胴部赤色塗彩 表面摩耗著しい 頚部櫛描簾状文
内面口縁から頚部赤色塗彩 表面摩粍著しい 顕部周辺破片 '卜

面5YR7れ にぶい袴色他
)4出土

8 弥生土器 外面赤色塗彩 張部櫛拙簾状文 内面ナデ 顔部～胴部破片
■面25YR4お赤褐色
戸出土

番号 器  rr 器  形 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 調  整 文  様 重量 (富 ) 備   考
9 石 器 敲石 13 を端部に敲打痕 Ⅱ区出土

石 器 すり 敲石 正面にす り面 上下端部に敲打jR 52388 Ⅱ区出土

石 器 すり石 (85) (7〉 (44) 片側欠損  す り面 1面あ り 〈34886〉 炉出土

H10号住居址遺物観察表

沓号 器 種 器  形 口径cm 底径cm 器嵩cm 調  整 文  様 残存率 部位 備   考
弥生土器

/11
46 内外面赤色塗彩 内タト面10R5/6赤 色

2 弥生土器 鉢 内外面赤色塗彩 日縁破片 内外面 10R4お 赤色

3 弥生土器 一軍 く57)
外面胴部赤色塗彩 胴下部縦ミガキ 内面ヘラナデ
破損後鉢として使用か ? 底部～胴下部 外面75YR7/3に ぶい橙色

4 弥生上器 蓋 口辺内外面赤色塗彩 表面摩耗著しい 日縁Flx片
'卜

面5YR7/4に ぶい橙色
弥生土器 壷 須部にこ段の櫛描能状文 額部破片 本面75YR7/31こ ぶい橙色

6 弥生土器 整 78 (41) 内タト面ミガキ 底部～胴下都 7卜面75YR5/3に ぶい褐色
弥生土器 高 14

'卜

面赤色塗彩 脚部破片
'卜

面25YR5/6明 赤褐色
8 弥生土器 箋 (107) 外面日辺 胴上部櫛摘波状文 頚部櫛描簾状文  内面横 ミガキ 日縁～胴上部

'卜

面75YR6/3に ぶい褐色

9 弥生土器 鉢 47
本面赤色塗彩 口辺部に穿孔 1 片日 1カ 所あり
勺面赤色塗彩の痕跡あり '卜

面25YR5/6明 赤褐色

Ml号溝跡遺物観察表
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,

1 暗褐色上 (40YR3/4)」‐A―と暗掲色上の混合上。軽石含む。
2 におい黄褐色上 (10YR5/3)口払と暗喬色上の混合上。
軽石會と。ロエやや多い。

3 蒙褐魯土 (-lCIVR5/6),工主体●
4 黒掲色上 (104/31ロユ・軽石含む。
5 黄褐色土 (25Y5/4)l=A主体,
6 黒褐色上 l10YR2/3)コ払・軽石含むo
7 オリラ`褐色■ (2.5Y4/3J暗褐色土と1‐Aの混合土。軽石含む。
e 暗ォリとフト褐ヨ上 (挙Y3/3)暗喬色上と,Wれ合主。軽石含む。
9 黒掲色i(10YR2/3)口弘・軽石少量含む。
10 黒掲色土 (10YR3れ )口弘・軽石少量含む。

11 黒色―上 (宏δY2/1)口 弘・軽石少量含む。

12 暗オリ‐7｀褐色上 (25Y3/8j口●Aやや多く含む
`

Ml号縛跡遺構・遺物実測図
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第 3節 土坑
Dl号土坑
遺構は調査区東の O― う-4グリッド、東方向への緩やかな傾斜地に位置する。東壁周辺部は削り
取られている。調査規模は南北70cm、 東西1.5m、 確認面から底までの深さは最大20cmを 測る。平面
形態は、やゃ不整の長方形である。底に楕円形のピットが3個掘 り込まれていた。

D2号土坑
遺構は調査区O― う-10グ リッドに位置し、H4を切る。規模は直径2.2m内外を測る円形で、深さ
は最大40cmを測る。性格は不明である。

壺畳)D2
1 黒掲色土 (10YR2/3)
ロム・炭化物含む。

2 暗褐色上 (loYR3/41)
口‐ム・炭化物含む。

3 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
B―ムと暗掲色上の混合上。

4 黒褐色上 (10YR〃 3)
ロム粒・軽石含む。

1 黒褐色上 (10YR2海 )口‐ム粒・軽石含む。

!P  6浄�
m 
そm 656 800m

(● 80)

Dl・ 2号土坑実測図

まとめ

今回調査を実施した猫田遺跡群井戸尻遺跡及び熊の堂遺跡は千曲川右岸に形成された河岸段丘上の
遺跡である。第 1段丘に位置する井戸尻遺跡からは縄文時代から中世の遺物及び中世の遺構が発見さ
れた。縄文時代では段丘中央付近 (B区)の中近世生活面下層に存在する黒色上の堆積した低地帯か
ら中期・後期の土器片が出土した。調査区北の微高地で調査が行われた海戸田A遺跡から同時期の集
落が発見されている。弥生時代は、台地西寄りのおよそ南北方向に堆積した黒色帯中から弥生時代後
期から古墳時代初頭と考えられる土器が比較的まとまって出土した。南の台地端部に所在する大ふけ
遺跡から同時期の墓跡である周溝墓が発見されており、関連性が窺われる。また、後述するが、東側
の第2段丘上で発見された熊の堂遺跡から後期の集落が整然とした配列で発見されているのも興味深
い。古墳・奈良・平安時代は中世面直下の低地から土師器・須恵器が出土しているが遺構は確認され
なかった。中世以降になると住居と考えられる竪穴状遺構、墓跡と思われる土坑が確認され、集落が
形成されていたことが確認できた。周辺からは11～ 16世紀の陶磁器が出土し、墓跡と思われる土坑か
らは中世の輸入銭が出土した。

熊の堂遺跡は猫田遺跡群井戸尻遺跡の一段上 (比高差19m)の第 2河岸段丘端部に形成された南北
方向に細長い微高地上に位置し、弥生時代の集落跡が発見された。検出された住居址は10軒、溝跡 l
条等である。うち南北方向に長軸を持つ住居址は9軒で、溝の南側に整然と並ぶ状態で構築されてい
た。唯一、東西方向に長軸を持つ住居址H10は溝の北側から確認された。南側の住居lILが同一方向の
長軸を持ち、整然と並ぶのに対し、溝の北側に存在する 1軒だけ長軸が異なる理由が、地形の制約に
よるものか、溝を境に異なる集落形態が存在するのか、疑問が生じるところである。現状では調査範
囲も僅かで、特に北に隣接する地域では不明な点が多いことから、今後、周辺地域における更なる発
掘調査に期待したい。
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猫田遺跡群井戸尻遺跡A区全景 (西から)
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猫田遺跡群井戸尻遺跡B区全景 (南西から)
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猫田遺跡群井戸尻遺跡B区全景 (北西から)

猫田遺跡群井戸尻遺跡B区全景 (東から)
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猫田遺跡群井戸尻遺跡 C区全景 (西から)

猫田遺跡群井戸尻遣跡 C区全景 (北東から)
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井戸尻遺跡A区表土除去作業 (東から) 井戸尻遺跡B区表土除去作業 (西から)

井戸尻遺跡 C区表土除去作業 (西から) 井戸尻遺跡駐車場造成・ハウス設置状況

井戸尻遺跡A区調査風景 (西から) 井戸尻遺跡 B区調査風景 (北西から)

井戸尻遺跡 B区調査風景 (北西から) 非戸尻遺跡B区調査風景 (北西から)
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Ctt D18弓 土坑企景 (束から) (封ヒから
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Ctt D37号 土坑全景 (束から) Ctt D38号 上坑仝景 (西から)

Ctt D39号 土坑全景 (南から) Ctt D40号 土坑企景 (北から)

Ctt D41号 土坑全景
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―
 
―  .  I-  1-

Ctt D42号 土坑全景 (北から)

Ctt D43号 土坑全景 (東から) Ctt D44号 土坑 /TH景 (南から)
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Ctt D45号 土坑全景 (北から)

Ctt D49号 土坑全景 (北から)

Ctt D52号 土坑全景 (東から)

Ctt D48号 土坑全景 (南から)

Ctt D53号 土坑全景 (西から)

Ctt D50・ 51号土坑全景 (南から)

Ctt D54号 土坑全景 (北から) Ctt D55号 土坑全景 (北東から)
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Ctt D56～ 58・ 69～71号土坑全景 (北から)

C tt  D60号土坑全景 (南から)

Ctt D56号 土坑全景 (北から)

Ctt D59号 土坑全景 (南から)

Ctt D62号 土坑全景 (北から) Ctt D63号 土坑全景 (西から)

Ctt D64・ 65・ 66号土坑全景 (西から) Ctt D67号 土坑全景 (北から)
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Ctt D68号 土坑全景 (東から)

Ctt D69号 土坑遺物出土状況 (1)

Ctt D72号 土坑全景 (東から)
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Ctt D69号 土坑全景 (東から)

Ctt D69号 土坑遣物出土状況 (2)

Ctt D73号 土坑企景 (北から)

C区 D7475'76・ 77号土坑全景 (西から) Ctt D78号 土坑全景 (南から)
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C IX D 79号土ウt仝崇 (束から)
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D83号土坑仝景 (束から)
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Ctt D84号 土坑全景 (束から)

Ctt D88号 土坑仝景 (前から)
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Ctt D89・ 90号土坑全景 (東から)

Ctt D93号 土坑全景 (東から)

Ctt Tal・ 5号竪穴状遺構周辺 (南東から)

Ctt Hl号住居址周辺 (西から)

Ctt Tal・ 5号竪穴状遺構周辺 (西から)

Ctt D74'76号 土坑周辺 (南西から) Ctt D87号 土坑周辺 (南から)
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熊の堂遺跡全景 (東から)

‖騨下

熊の堂遺跡表土除去作業 (東から) 熊の堂遺跡表土除去後 (西から)

熊の堂遺跡基準杭設定作業熊の堂遺跡駐車場造成・ハウス設置状況
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熊の堂遺跡調査風景 (東から) 熊の堂遺跡東側包含層調査風景 (西から)

Hl号住居址全景 (北から) Hl号住居l■炉跡埋設土器

Hl号住居址炉跡埋設土器除去後 Hl号住居址炉跡掘方

H2号住居址全景 (東から) H2号住居址南側入り口周辺ピット (東から)
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H5号住居址全景遺物あり (東から) H5号住居址遺物出土状況 (1

H5号住居址遺物出土状況 (2) H5号住居址全景遺物除去後 (東から)

H5号住居址炉跡埋設土器・炉縁石 H5号住居址炉跡埋設土器・炉縁石除去後掘方

H5号住居址南側入り回周辺ピット H6号住居址全景 (北から)
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H6号住村
"L炉

跡埋設土器 H6号住居址
"i跡

姐設」i器除去後掘カ

H6号住居街L床而除去状況 (北から) H7を 上層住居れL炉跡埋設土器・炉縁石

(1)

H7号上層住 ldl〕 L炉跡掘方

H7号上層住居虫L炉跡埋設土器除去後 (2)

H7号 下層住居址企景 (北から)
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H8号住居址全景 (南から)

H8漏 住居址炉跡埋設土器 H8号住居址炉跡埋設上器除去後

H8号住居址南側入口周辺ピット H9号住居Йと金景 (南から)

H9号住居址炉縁石・土器片埋設状況 H9号住居址炉跡土器片除去後掘方
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H9号住居址P2号主柱穴 H9号住居址 P12号壁柱穴

H10号住居上と全景 (東から) H10号住居址炉跡土器片埋設状況

H10号住居址炉跡土器片除去後掘方 H10号住居址床面除去状況 (南東から)

Ml号溝跡全景 (東から) Ml号溝跡全景 (西から)
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Ml号溝跡遺物 (弥生土器)出土状況 (2)

Ml号溝跡土層断面状況 (西から) Dl号土坑全景 (南から)

D2号土坑全景 (南から) 熊の堂遺跡東側包含層掘り下げ状況 (西から)

熊の堂遺跡東側調査地域埋め戻し状況 (西から) 熊の堂遺跡西恨I調査地域埋め戻し状況 (西から)



図
版
２７

IIIIIII!15

A区-12

鍮

A区-15

B区-14

猫田遺跡群 井戸尻遺跡A・ B区出土遺物

B区-16

電
B区-18



図
版
２８ Ⅷ 韻 鞠 爾 Ⅷ 悦

B区-20 B優【-21 B区-22 B区-23

Ⅷ
B区-24

,

B区-33

０

３

・
３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」

Ｐ

ｒ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

ｒ

酪

磁

監

霞

霞

伊

選

Ｂ

，

４

醒
　
縞
鰯
翻
醐
Ⅷ
Ⅷ
∞
響

Ｂ区． ３６３６　　　　　　　　　　　　　剛

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ＢB区-37        B区-38                  B区 -40

B区-42

B

猫田遺跡群 井戸尻遺跡B区出土遺物



図
版
２９こ

C区-7

嚢

伊
C区-8

″

C区-14

班

F
C区-15

崖
C区-5      c区 -6

鰺
C区-12

軽

Ｃ区．

爾
呻

に解く
C区 23    c区 -24

守
C区=27    c区 28

鱒
C区-26

C区-36

V紗
C区 10  C区 -11

Δ
Ｃ区．‐

C区-31

C区-35C区-33C区-32

猫田遺跡群 井戸尻遺跡 C区出土遺物



図
版
３０

鑢
陣

H2-10

熊の堂遺跡Hl・ 2号住居址出土遺物
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熊の堂遺跡H4。 5号住居址出土遺物
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熊の堂遺跡H5。 6・ 7号住居址出土遺物
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ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所在地

コード
】ヒ糸幸 東経 発掘期間 発掘面積笛 発掘原因

市町村 遺跡番号

ねこた
いせきぐん
いどじり
いせき

さくしなるせ
3062ばんちさ
き～なるせ
3029ばんちさ
きまで

20217

75 36° 15/41〃 138° 25′ 18″

20100426

20101217

猫田遺跡群
井戸尻遺跡
4,955

道路改良

猫田遺跡群
井戸尻遺跡

佐久市鳴瀬
3062番地先～

鳴瀬3029番地
先まで

くまのどう
いせき

さくしなるせ
3005-6ばんち
さき～なるせ
27474ば んち
さきまで 78 36° 15/44〃 138° 25′ 27″

20110801

20110922

熊の堂
遺跡
1,235

熊の堂遺弥

佐久市鳴瀬
300卜6番地先
～鳴瀬2747望
番地先まで

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

猫田遺跡群
井戸尻遺跡

集落

縄文・弥生 。

古墳・奈良・

平安・中世

住居llL l軒、
竪穴状遺構 7棟、
溝跡 8条、土坑101基、
ピット、包含層

縄文土器・弥生土器・

師器・須恵器・陶磁器
古銭・石器 。石製品・

製品

土

鉄

中世の集落跡・縄文時代
～平安時代の包含層が発
見された。

熊の堂遺跡 弥生

竪穴住居址10軒、
土坑 2基、溝跡 1条、
包含層

弥生土器・石器 。土製品
東西方向に整然と並ぶ弥
生時代後期の集落及び溝
跡が発見された。

要 約

千曲川右岸の段丘上に展開する遺跡である。氾濫源となる第一段丘上に位置する猫田遺跡群井戸尻
遺跡からは中世と考えられる竪穴状遺構、土坑墓等、中世の生活痕が認められ、中世面下層の谷状
に推積した黒色土中からは縄文時代～平安時代の遺物が出土した。また、一段上段の第二段丘端部
の微高地に所在する熊の堂遺跡からは弥生時代後期の集落が発見され、一定の間隔を持ち、整然と
並ぶ状態で住居址が存在した。
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